


「
2
0
2
0 

大
正
大
学 

履
修
要
項
」 

表
2
│
P
1
（
大
扉
）
　 念
校



……………………………………………………………… 4

1. 学期区分 
2. 授業時間 
3. 休講・補講
4. 遅刻・欠席 
5. 公共交通機関の遅延 
6. 欠席事由証明 
7. 緊急時における授業の取り扱い

「履修要項2020」は2020年度入学生を対象としたものです。
卒業するまで使用します。
大切に保管してください。

「履修要項」は
読むガイダンスです。
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■セメスター制（探究実証系）
1年間の学習期間を2つの学期に区分し、4年間で8つのセメスターにて学習する制度です。
1年の前半（1,3,5,7セメスター）を「春学期」、後半（2,4,6,8セメスター）を「秋学
期」と呼びます。

■クォーター制（社会創造系）
1年の学習期間を4つに区分し、学習する制度です。1年の前半を「春学期」、後半を「秋学
期」とした場合、春学期の前半を「第1クォーター」、春学期の後半を「第2クォーター」、秋
学期の前半を「第3クォーター」、秋学期の後半を「第4クォーター」と呼びます。

はじめに

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
大学では自ら積極的に学び、学習する姿勢が大切です。
本冊子は、4年間の履修計画を立て卒業までに必要な科目（単位）を修得するための手引です。
十分に活用してください。
授業日程や開講科目の変更、学則等規則の変更点については、「当該年度のガイダンス資料」を確認してください。

授業の担当教員が公務、病気等のやむを得ない事情で授業ができなくなった場合は、休講とな
ります。その場合は、補講を行います。

■休講の確認方法
T-Poの「休講情報」に掲載されます。
ただし、担当教員から教務課へ届け出がなかった場合は、掲載されません。
急病等で事前に告知できない場合は、授業直前の掲載になることがあります。
※休講の掲示や連絡がなく、授業開始から30分を過ぎても担当教員が教室に現れない場合は、教務課へ申し
出て指示を受けてください。

■補講の確認方法
T-Poの「補講情報」に掲載されます。
※補講に出席することができない場合は、直接担当教員に相談してください。

●T-Po
大正大学ポータルシステムのこと（https://t-po.tais.ac.jp/）。休講情報や履修に関すること、時間割の変更等、学生
に対する伝達事項が掲示情報としてアップされます。こまめにT-Po を確認するようにしてください。

1回の授業時間は、原則として100分です。

■授業時間帯
1 時 限
2 時 限
お昼休み
3 時 限
4 時 限
5 時 限

9：00 ～ 10：40
10：50 ～ 12：30
12：30 ～ 13：20
13：20 ～ 15：00
15：10 ～ 16：50
  17：00 ～ 17：50※

公共交通機関の遅延により、授業へ遅刻、欠席した場合は、使用した各交通機関の「遅延証明書」
を受け取り、担当教員へ直接提出してください。教務部から教員への受け渡しはしていません。
取り扱いについては担当教員の判断に委ねられているので、指示に従ってください。

欠席回数が成績評価に関係する場合があることから、以下に掲げる事由による欠席については、
大学がその事由を証明することがあります。ただし、取り扱いについては担当教員の判断に委
ねられているので、指示に従ってください。

欠席事由の内容 担当部署
各種資格課程の学外学習及び実習等
担当教員が引率・指導する大学公認の学外学習、調査、見学、実技及び
研修旅行
忌引き等（大学で定めた日数）
大学が認めた課外活動
骨髄バンク等移植に伴うドナー登録及び検査
学校保健安全法で定められている感染症等による出席停止
裁判員制度で裁判員として出廷する場合

教務課

学生課

交通機関の運休や自然災害の発生により、授業を通常通り行うことができないと判断した場
合は、休講等の措置をとることがあります。
下記事態に伴う休講情報は大学ホームページでお知らせしますので、適宣確認してください。

午前6時段階
1・2限休講
1・2限休講
1・2限休講

午前10時段階
3・4限休講
3・4限休講

3・4・5・N1・N2限休講

午後2時段階
5・N1・N2限休講
5・N1・N2限休講

–

交通機関運行中止（※1）

気象警報等（※2）

大規模地震（※3）

（※1）首都圏JR、首都圏大手私鉄各社、東京メトロ、都営地下鉄のうち3社が全面的に運行中止の場合。
（※2）「暴風警報」「大雪警報」が東京23区東部もしくは西部に発令された場合。
（※3）該当時間において、警戒宣言解除及び判定会が解散されていない場合。

（注意）路線バスは一般的に遅延証明書の発行を行いません。交通機関の乱れが予測される場合は、遅れを見込んで早く
家を出る等の自衛手段をとってください。

N 1
N 2

18：00 ～ 19：40
19：50 ～ 21：30

■大学院 科目開講時間

1. 学期区分

2. 授業時間

3. 休講・補講

5. 公共交通機関の遅延

6. 欠席事由証明

7. 緊急時における授業の取り扱い

4. 遅刻・欠席
単位認定を受けるためには、授業に毎回出席することが原則です。

■欠席・遅刻の場合
理由があり、授業を欠席・遅刻する（した）場合は、直接担当教員へ申し出てください。
教務部から教員へ連絡はしません。
取り扱いについては担当教員の判断に委ねられているので、指示に従ってください。

※5時限目の授業は、50分＋50分（17：00～18：40)で開講
する場合があります。

※上記理由により欠席をする場合は、事前に担当部署にて申請を行ってください。
※欠席事由証明書は欠席する授業の1週間前を目途とし学生自身が担当教員へ提出してください。なお試験の欠席は 10、
11 頁を参考にしてください。
※出席停止の場合は改善後すみやかに申請を行ってください。
※各内容に対して証明できる書類が必要です。
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履修登録とは、その学期に履修しようとする科目をT-Po上で登録する手続きのことです。
シラバス・時間割を確認し、十分に検討した上で履修計画を立ててください。

履修・単位1 授業の単位数は、すべて学則に定められています。単位は、その学習量、学び方に基づき授
業の種類・形態によって算出方法が異なります。教室内での授業のほかに、教室外での事前
事後学習の時間も含めて成り立っています。なお、1単位につき45時間の学習が必要です。履修登録をした授業科目の評価が達成目標に到達した場合、当該科目の単位が与えられます。

■履修登録上の注意
1．履修登録（科目の追加・削除を含む）は、必ず履修登録期間中に行ってください。
2．既単位修得済科目は、履修することはできません。
3．自分の学年より、配当年次が上の科目を履修することはできません。
　　（例：2年次在籍時に3年次に配当されている科目を履修することはできません）
4．履修希望者が多い場合は、授業の特性に鑑み、受講生を制限することがあります。
5．時限重複や制限単位を超えて登録をした場合、登録画面上にエラー（※）が表示され
ます。

　　エラー表示が出ている場合は、履修登録は完了できていません。表示されている内容に
従い、修正登録の期間に各自で登録、削除、変更を行ってください。

6．履修登録完了後は、必ず時間割を印刷し、登録ができているか確認してください。
　　確認を怠ったことによる登録期間外での登録、削除、変更は行いません。
7．正しく登録できていない科目（T-Po上の時間割に反映されていない科目）については、
授業に出席しても単位を修得することはできません。

1 ．履修登録

2．単　　位

■履修登録の時期

3月下旬～4月頃

9月下旬～10月頃

春学期科目・通年科目・第1クォーター・第2クォーター

秋学期科目・第3クォーター・第4クォーター

※履修登録画面の主なエラー内容と解除方法

「授業の開始・終了時刻が
重複しています。」

「複数回履修不可で合格済
科目を履修しています。」

「1セメスター・1クォー
ターに履修できる単位数
は、○○単位です。」

「○○科目を修得済みのこ
と。」

エラーメッセージ エラーの原因 解除方法

同一曜日・時限に複数の
科目を登録している場合

既に単位を修得済みの科目
を再度登録している場合

定められた制限単位以上
の単位数を登録した場合

選択している科目は先修
制科目であるにも関わら
ず、前提科目の単位が未
修得の状態で登録した場
合

登録した科目の曜日・時限をもう一
度確認し、重複しないよう科目の削
除や変更を行ってください。

既修得科目は登録できません。
削除してください。

定められた制限単位以下になるまで、
科目を削除してください。

今回は登録することができないため、
削除してください。
次回以降に登録を希望する場合は、
前提となる科目の単位を修得してか
ら登録してください。

第1・第2クオーター（春学期）開講科目

第3・第4クオーター（秋学期）開講科目

9月15日（予定）

3月15日（予定）

■単位認定の時期

講義 ･演習科目

実験 ･実習 ･ 実技 ･ 外国語

毎週2回（100分授業×2）×7週

毎週1回（100分授業×1）×7週

毎週1回（100分授業×1）×7週

■単位の算出方法
〈クォーター制（社会創造系）〉

2単位認定

1単位認定

1単位認定

春 学 期

秋 学 期

9月15日（予定）

3月15日（予定）

■単位認定の時期

講義 ･演習科目

実験 ･実習 ･ 実技 ･ 外国語

毎週2回（100分授業×2）×14週

毎週1回（100分授業×1）×14週

毎週1回（100分授業×1）×14週

■単位の算出方法
〈セメスター制（探究実証系）〉

4単位認定

2単位認定

1単位認定

履
修
に
あ
た
っ
て

3 ．制限単位（キャップ制）
学期・クォーターごとに無理なく単位を修得できるよう、履修できる単位数に上限を定めて
います。

●制限単位の計算方法
・通年科目の単位数は、
春学期・秋学期に等分
して計算してください。
　（例：通年4単位の科
目は、春学期2単位、
秋学期2単位という計
算になります）
・集中講義は、秋学期に
計上してください。
・夏期休業中の開講科目
は、秋学期の制限単位
に含めます。

〈制限単位に含むもの〉
・第Ⅰ類科目
・第Ⅱ類科目
・第Ⅲ類科目
・集中講義
〈制限単位に含まないもの〉
・卒業論文、卒業研究
※学科によっては異なる
場合があるので確認す
ること。

■セメスター制における制限単位数

第1

春

24

第2

秋

24

第3

春

24

第4

秋

24

第5

春

24

第6

秋

24

学　　年

セメスター

学　　期

制限単位

1年次 2年次 3年次 4年次

第7

春

24

第8

秋

24

12121212

1061010

■クォーター制における制限単位数

制
限
単
位

•社会共生学部　
　　公共政策学科
•表現学部
•地域創生学部

•社会共生学部　
　　社会福祉学科

学部学科
第1クォーター 第2クォーター 第3クォーター

秋学期春学期

第4クォーター

（
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年
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–
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※履修指導に基づき履修してください。



試　　験2
試験は、筆記・レポートあるいは口述試問によって実施します。
評価方法についてはシラバスを確認してください。大正大学では試験期間を設けていないた
め、各授業担当教員指示のもと実施します。巻末の「大正大学試験規程」もあわせて確認し
てください。

1 ．試験種類と実施時期

2．授業内試験と授業内追試験

3．試験の心得

4．不正行為

5．課題の提出

●学生証は求めに応じて、机上に置いてください。
●再試験受験に際して、学生証を忘れた場合は、事前に学生課窓口で仮学生証の交付を受け
てください（有料500円）。
●答案用紙が配布され、試験監督より指示があり次第、学籍番号・氏名等所定の事項を記入
してから試験を開始してください（試験場から答案用紙を持ち出すことはできません）。
●携帯電話等の電源は必ず切ってください。
　また、机上には許可された物以外は置くことができません。
●試験への持込みは、許可されたもの以外は一切認めません。
　また、「ノート持込み可」の場合のノートとは自筆のノートのみとし、コピーしたものは
一切認めません。

試 験

再 試 験

授業時間内で実施する試験

4年生最終学期に限り行う場合があります

授業で課された課題は、担当教員に直接提出してください。
事務局は一切対応しません。提出の指示があった場合は、必ず提出方法と提出期限を確認し、
遅れないようにしてください。
なお、レポートの形式は、担当教員の指示に従ってください。

試験は、学生各自の科目履修の成果を確認するものであり、その意に反する行為は不正行為
とみなします。
試験監督の注意・指示に従わない場合は、その試験は無効とします。
不正行為があった場合は、学部長に報告したのち、代議員会の議を経て不正行為を行った者
に対しては、当該学期の履修科目すべてをＺ評価としたうえで、学則第61・62条（譴責、謹
慎、停学、退学）により処分されます。

以下の行為があった場合、不正行為とみなします。
●試験場において監督者の指示に従わないとき
●当該試験において許可されている以外の方法で解答を得たとき
●他人の答案を盗み見等のカンニング行為をしたとき
●他人の学生証で受験したとき（学生証を貸借した者両名）
●当該授業の履修登録者以外が履修登録者と偽って受験したとき
●他人の答案又は成果物を複写もしくは盗用したとき

試験は授業時間内で行います。「受験資格」や「追試験」については以下のとおりです。

以下の者は受験資格がありません
•履修登録をしていない者
•学費未納の者
•休学及び停学中の者
•試験開始後、20分を超えて遅刻した者
•学生証のない者

担当教員に理由を伝え、相談してください。
担当教員の判断により、課題等による機会が設けられ
る場合があります。

授業内追試験対象者（試験欠席者）
•病欠の場合………………………… 診断書等
•公共交通機関の遅延…遅延証明書（20分を超えるもの）
•忌引きの場合（2親等以内）…… 証明できるもの
•事故・災害の場合………………… 証明できるもの
•その他の正当な理由がある者…… 証明できるもの
　（学内規定による）

右記の理由により試験
を受けなかった場合、
担当教員に相談

試　　験

実施の可否判断
（可の場合、課題等）

①郵送の場合

②直接提出する場合

③T-Poで提出する場合

事前に宛先を担当教員に確認し、封筒に「レポート在中」と朱
書きして「配達証明付」で送付してください。
配達証明付で送付しなかった場合、未着があっても救済できま
せん。
（教務課では、担当教員の住所・電話番号等に関する問い合わ
せには一切お答えできません。）

事前に提出場所を確認し、指定期間内に提出してください。

「T-Po利用マニュアル」を参照し、提出してください。

■試験の流れ

（
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年
度

　P
12
–
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授業ごとの成績評価に加え、GPA（Grade Point Average／学業平均値）を算出します。
GPAは、一定期間の履修と学習の状況を掌握することによって、適切できめ細やかな履修
や学習に関するアドバイスを可能とし、成績上位者を表彰する客観的なデータとして利用し
ます。

成　　績3

開示された前学期の成績評価で、不合格〈Ｄ評価〉、〈Ｚ評価〉となっている科目に対し、
明らかな疑義がある場合のみ、成績評価確認申請を行うことができます。申請期間に教務課
窓口へ申請してください。

■成績評価確認申請の手順　　　

ただし、以下の場合は成績評価に関する疑義及び質問を一切受け付けないので注意して
ください。
●教務課を通さずに、疑問点を直接教員に問い合せ、その結果を教務課に届け出た場合
●本人の都合による指定期間外での申請
●成績表・時間割を持参していない場合
●成績評価確認申請期間を過ぎた場合

授業の成績評価は、授業への取り組み・試験・レポート等を総合的に勘案して評価します。
成績評価は、以下のとおりAA、A、B、C、及びＴを合格、D・Zは不合格とします。

1 ．GPA（学業平均値）制度

4．成績評価確認申請

2．GPAの算出方法
教務課窓口にて必要書類を記入

申請期間に教務課へ申請書提出

教務課から担当教員へ確認

本人へ確認事項連絡

評価等に対する疑問

GPAは、下の算出例のとおりZ評価を含め、全ての履修科目を対象として算出しますので、
履修登録を取り消す必要がある場合は、必ず修正登録期間中に修正してください。

■GPAの算出例
2単位の科目を3科目履修し、成績が〈AA・A・Z〉評価の場合のGPAと判定

GPA＝
AA（4.0）×単位数（2）＋A（3）×単位数（2）＋Z（0）×単位数（2）

登録総単位数（不合格の科目の単位数も分母に加算）

＝ 2.33＝
4.0 × 2 ＋3× 2＋ 0× 2

6

3 ．成績評価基準

※ 成績証明書には、合格科目のみ記載されます。    

ポイント判　定 評価基準

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｔ

Ｄ

Ｚ

4.0点

3.0点

2.0点

1.0点

―

0.0点

0.0点

合格

不合格

目標を大きく超えて優秀

目標を超えて優秀

目標を充分に達成している

単位を認める最低限の基準に達している

単位を認める最低限の基準に達していない

学習行動が見られない

目標を達している
本学の授業科目における合格判定（上記
ＡＡ～Ｃを除く）
及び他大学等による単位認定

Excellent：秀

Very good：優

Good：良

Pass：可

Failure：不可

No learning：否

評価

Recognition：
認定

●申請期間
申請期間はガイダンス資
料を参照してください。
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●成績上位者表彰制度
□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□



次の学年（1年次から2年次、2年次から3年次、3年次から4年次）へ進級するためには、
当該学年に1年（4クォーター）以上在学し、かつ以下の基準を満たさなければなりません。

進級・留年・退学・除籍4

1 ．進　　級

進級基準を満たさない場合、留年となります。
留年となった場合には、半期（1学期または2クォーターを単位として）ずつ在学しなけれ
ばならない期間が延長されます。

2 ．留　　年

■セメスター制（探究実証系）学部の場合
　以下の場合は、大正大学学則第50条、履修規程第14条により退学となります。
●第1学年、第2学年、第3学年の各学年において、2年（4学期）在学してもなお、
次学年に進級できない者
●在学した直近3学期（1.5年）連続して、各学期のGPA値が1.0未満の者

　以下の場合は、学則第51条により除籍となります。
●休学期間が2年（4学期）を超えても復学できない者
●8年（16学期）在学し、卒業できない者
　編入学生は、4年（8学期）在学し、卒業できない者

■クォーター制（社会創造系）学部の場合
　以下の場合は、大正大学学則第50条、履修規程第14条により退学となります。
●第1学年、第2学年、第3学年の各学年において、2年（8クォーター）在学して
もなお、次学年に進級できない者
●在学した直近6クォーター（1.5年）連続して、各学期のGPA値が1.0未満の者

　以下の場合は、学則第51条により除籍となります。
●休学期間が2年（8クォーター）を超えても復学できない者
●8年（32クォーター）在学し、卒業できない者

3 ．退学・除籍

1 年 → 2 年

2 年 → 3 年

3 年 → 4 年

総修得単位数が 20単位以上であること

総修得単位数が 62単位以上であること

総修得単位数が 90単位以上であること

提案です。宜しいですか。
（以下同）

（
2019
年
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6
、
4
）
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卒業に必要となる単位数を確認のうえ、修得もれのないように注意してください。
特に第Ⅰ類科目は、必修を必ず修得しなければならないので注意してください。

●卒業までに124単位以
上（第Ⅰ類は26単位）
修得すること。
●必修を含めて第Ⅱ類科
目を合計98単位以上修
得すること。
　ただし、20単位までは
自由科目（必修科目以
外の第Ⅰ類科目及び第
Ⅲ類科目）から充当す
ることができる。

●卒業までに124単位以
上（第Ⅰ類は36単位）
修得すること。
●必修を含めて第Ⅱ類科
目を合計88単位以上修
得すること。
　ただし、20単位までは
自由科目（必修科目以
外の第Ⅰ類科目及び第
Ⅲ類科目）から充当す
ることができる。

卒　　業5

■卒業要件単位数
①探究実証系（仏教学部・心理社会学部・文学部）

本学に4年以上在学し、所定の授業科目（各学科の卒業要件を参照）124単位以上（卒業論
文・卒業研究を含む）を修得した者は卒業となり、下表のとおり学士の学位を授与します。

1 ．卒業の要件
●卒業要件単位数
学部・学科によって異な
ります。
➡参照ページ　P111

「
2
0
2
0 

大
正
大
学 

履
修
要
項
」 

P
14
│
15

　 念
校
修
正

②社会創造系（社会共生学部公共政策学科・表現学部・地域創生学部）

人　　間
社　　会
自　　然
学　　際
キー・コンピテンシーゼミナール
[データサイエンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ]
キー・コンピテンシーゼミナール
[コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ]
キー・コンピテンシーゼミナール
[英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ]

科目分類 単位数
6単位選択必修
6単位選択必修
6単位選択必修
6単位必修

6単位必修

3単位必修

3単位選択必修

第Ⅲ類科目 任意
計

（第Ⅰ類＋第Ⅱ類＋第Ⅲ類） 124単位以上

第Ⅰ類科目計 36単位必修

第Ⅱ類科目計 88単位以上

卒業論文・卒業研究 [社会共生学部・表現学部]
卒業研究 [地域創生学部]

第Ⅱ類科目 学科別表及び学科の指導による
8単位選択必修
6単位必修

履
修
に
あ
た
っ
て

基　　礎
展　　開
基　　礎
展　　開

基　　礎
展　　開

トランジション科目群

知の加工術科目群

異文化コミュニケーション科目群

問いの探究科目群

科目分類

第Ⅰ類科目計

単位数
8単位必修
自由選択（自由科目）
6単位必修
自由選択（自由科目）
4単位必修
8単位必修
自由選択（自由科目）
26単位必修

基礎部門
専門部門
卒業論文
卒業研究

第Ⅱ類科目

第Ⅱ類科目計 98単位以上

学科別表及び学科の指導による

8単位選択必修

第Ⅲ類科目 任意
計

（第Ⅰ類＋第Ⅱ類＋第Ⅲ類） 124単位以上



■基本（手書き・ワード）

■綴じ位置の例

学位を授与されるためには、卒業論文・卒業研究を学科へ提出し、審査及び試験に合格し、
卒業要件を満たす必要があります。

卒業論文・卒業研究6

※小説・詩等、学科によって異なる場合があるので、指導教授の指示に従うこと。

表紙､ 目次

序論､ 本論､ 結論､ 注釈

参考文献

規定文字数に含まない

2万字以上

規定文字数に含まない

■体裁（目安）（ワード：感熱紙不可、手書き：鉛筆書き不可）

ワード・日本語

ワード・英　語

ワード・日本語

手 書 き・日本語

A4

A4

A4

B4

40字× 40行
指導教授の指示

40字× 40行
400字

例（1）

例（1）

例（2）

例（3）2つ折

字詰め 書式用紙
サイズ

横書

横書

縦書

縦書

綴じ位置
（下記注意事項参照）

1 ．卒業論文・卒業研究の流れ

2．卒業論文の体裁（目安）

例（1）
A4横書き

例（2）
A4縦書き

例（3）
B4縦書き
2つ折り

秋学期に4年生に進級した者（9月）春学期に4年生に進級した者（4月）

論文、研究登録
〈締切：5月上旬〉

※卒論・卒研の登録期間、提出期間、提出先は学科により異なります。学科の指示に従ってください。

論題登録
〈締切：11月上旬〉

論文提出
〈締切：12月15日頃〉

合　　格

3月卒業

論文、研究登録
〈締切：10月中旬〉

論題登録
〈締切：翌年 6月上旬〉

論文提出
〈締切：翌年 6月30日頃〉

合　　格

9月卒業

論文の登録は1度のみで
す。卒業延期の場合は、
自動的に登録履歴が引き
継がれます。

卒業論文を提出し合格し
ても卒業要件単位を充足
していない場合は卒業で
きません。

●論題登録
論題は、副題を含めて60字
以内にまとめてください。
学科によっては、卒業制作
をもって卒業論文に替える
ことができます。
卒業制作については、学科
の指示に従ってください。

●論文作成時の注意
1．本文に必ずページ数
を記入すること。

2．目次の各タイトルに
それぞれのページを
記入すること。

3．図表・グラフなどは、
本文中に入れるので
はなく、章や節の末
尾にまとめること。

4．綴じる際には右図の
場所で綴じること。

　　紐綴じの場合は、解
けないように中綴じ
すること。

　　ファイルなど、簡単
に取り外せる状態の
ものは受け付けない
ので注意すること。

＊詳細は各学科に問い合
わせること。

  

2 ．学　　位

学部名 学科名 学位の名称

仏 教 学 部

社会共生学部

心理社会学部

文 学 部

表 現 学 部

地域創生学部

仏 教 学 科

公共政策学科
社会福祉学科

人 間 科 学 科
臨床心理学科

人 文 学 科
日 本 文 学 科
歴 史 学 科

表現文化学科

地域創生学科

学士（仏教学）

学士（公共政策学）
学士（社会福祉学）

学士（人間科学）
学士（臨床心理学）

学士（人文学）
学士（日本文学）
学士（歴史学）

学士（表現文化）

学士（経済学）

人　　間
社　　会
自　　然
学　　際
キー・コンピテンシーゼミナール
[データサイエンスⅠ・Ⅱ]
キー・コンピテンシーゼミナール
[コミュニケーションⅠ・Ⅱ]
キー・コンピテンシーゼミナール
[英語Ⅰ・Ⅱ、中国語Ⅰ・Ⅱ、フランス語Ⅰ・Ⅱ]

科目分類 単位数
6単位選択必修
6単位選択必修
6単位選択必修
6単位必修

自由選択　 2単位選択必修

第Ⅲ類科目 任意
計

（第Ⅰ類＋第Ⅱ類＋第Ⅲ類） 136単位以上

第Ⅰ類科目計 26単位必修

第Ⅱ類科目計 110単位以上
卒業論文・卒業研究

第Ⅱ類科目 学科別表及び学科の指導による
8単位選択必修

（
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③社会創造系（社会共生学部社会福祉学科のみ）

●卒業論文、
　卒業研究登録
4年次に進級した際、卒
業論文提出の意思確認を
行います。
提出予定の学生は必ず期
間内に登録を行ってくだ
さい。
※卒業論文の T-Po の時
間割表への反映は教務
課で行います。卒論・
卒研は制限単位に含ま
れません。

●卒業までに136単位以
上（第Ⅰ類は26単位）
修得すること。
●必修を含めて第Ⅱ類科
目を合計110単位以上
修得すること。
　ただし、20単位までは
自由科目（必修科目以
外の第Ⅰ類科目及び第
Ⅲ類科目）から充当す
ることができる。



他学部・他学科、同一学科内の他コースへの転籍を希望する者（1・2年次のみ）は、当該
学科・コースに欠員のある場合のみ、転学部・転学科・転コース試験を実施します。

転学部・転学科・転コース8

1 ．受験資格

2．転学部・転学科・転コースの流れ

1 年 次

2 年 次

進級基準を満たしている者及び満たす見込みの者かつ、
1年次春学期のGPA値が3.2以上の者

進級基準を満たしている者及び満たす見込みの者かつ、
2年次春学期までのGPA値が3.2以上の者

■転学部・転学科 受験資格

進級基準をすでに満たしている者あるいは満たす見込みの者

■転コース 受験資格

転学部・転学科・転コース試験実施案内
（試験の詳細などは、T-Poに掲示します。）11月上旬

12月上旬

新 年 度
(4月)

転学部・転学科・転コース申請受付

受験許可発表（受験料納付）

試 験 実 施

試験結果発表

転　　　　籍
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●GPA
➡詳細はP12

オフィスアワーとは正課の授業とは別に、学生と教員のコミュニケーションを図る場とし
て設けた時間帯のことです。

オフィスアワー7

専任教員があらかじめ設定した時間帯に、研究室を開放し学生からの質問や相談を受けやす
くするための制度です。
オフィスアワーでは、授業内容に関する質問や、履修・学習の進め方などの相談のほか、レ
ポート指導など学習に関することをはじめ、卒業後の進路、休学など個人的な相談をするこ
とができます。
先生方は、学生の皆さんの様々な相談に応じてくれますが、対処しきれない事柄については、
他の専門の先生や、適切な関係者（組織）を紹介してくださるでしょう。

T-Poの「教員時間割表」に記載されているオフィスアワーの時間帯を確認し、研究室を訪
問してください。また、予約が必要な場合があります。必ず事前に確認をしてください。
なお、非常勤講師の先生方に関しては、オフィスアワーがありません。授業終了後の時間を
利用してください。

1 ．オフィスアワーとは

2．活用方法

履
修
に
あ
た
っ
て



探究実証系

仏 教 学 部
心理社会学部
文 　 学 　 部
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留学・海外語学研修9
留学（協定留学、認定留学）・海外語学研修には以下の種類があります。

協 定 留 学

期　間

形　態

単　位

資　格

その他

奨学金
奨励金

留学先

●半年あるいは1年

●姉妹校（協定校）との協
定により、相互に学費を
免除して相手校で学ぶ交
換留学制度（一部例外あ
り）。

●単位認定

●留学先における言語の外
国語資格検定試験
●ドイツ語検定試験3級
●中国語検定試験3級
●HSK3級
●韓国語能力試験3級
●TOEFL試験iBT68以上に
て検定合格証明が必要。

●協定校での授業料の一部
または全額の免除、及び
寮費の減免など（ただし
上記留学形態条項にかか
わらず各協定校の条件に
よる）。

●海外特別留学奨学金
●協定留学先により
　藤井かよ奨学金あり。

●アメリカ
ハワイ大学
●ドイツ
　ミュンヘン大学
●タイ
　タマサート大学
●韓国
　東國大学校・東西大学校
　金剛大学校
●中国
　河南大学・上海大学

●半年あるいは1年

●協定校以外かつ大
学より認められた
留学先で、学費免
除なしに相手校で
学ぶ留学制度。

●単位認定

●留学先大学の入学
許可書又は、受け
入れ承諾書に加え、
留学先の履修課程
及び授業科目の詳
細。

●正規の高等教育機
関で学位授与権を
有する大学を留学
先とし、留学先の
授業料に減免はな
い。

●海外特別留学奨励金

●学生本人による選定

海外語学研修

●1カ月程度

●大学主催の語学力
向上を主な目的と
した海外研修。

●単位認定

●学部生が対象

●春・夏休講期間中
に協定校、交流校
で開講される集中
講座。

●海外語学研修奨励金
●海外語学研修先に
より藤井かよ奨学
金あり。

●ハワイ大学
●ミュンヘン大学
●東西大学校

認 定 留 学

※在学中に協定校が変わる場合があります。
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第Ⅰ類科目　 3 学部共通（仏教学部・心理社会学部・文学部）　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位数又は時間数 備　考必修 選択 自由

トランジ 
ション 
科目群

基礎

トランジション １ （高校から大学へ） 1 2

 8 単位必修
トランジション ２ （大正大学入門） 1 2
トランジション ３ （社会と生活） 2 2
トランジション ４ （大学から社会へ） 2 2

展開
仏教体験 1 2 2
生活と法 1 2 2
リーダーシップ開発 1 2 2

知の加工術 
科目群

基礎

知の加工術 １ （情報リテラシー入門） 1 1

 6 単位必修

知の加工術 ２ （文章表現入門） 1 1
知の加工術 ３ （論理的思考） 1 2
知の加工術 ４ （文章表現演習） 2 1
知の加工術 ５ （情報リテラシー演習） 2 1
基礎国語Ａ 1 2 2
基礎国語Ｂ 1 2 2
基礎国語Ｃ 1 2 2
基礎数学 １ 1 2
基礎数学 ２ 1 2

展開

応用国語Ａ 1 2 2
応用国語Ｂ 1 2 2
数的処理 １ 1 2 2
数的処理 ２ 1 2 2
情報処理Ａ－ １ （Word 初級） 1 2 2
情報処理Ａ－ ２ （Word 上級） 1 2 2
情報処理Ｂ－ １ （Excel 初級） 1 2 2
情報処理Ｂ－ ２ （Excel 上級） 1 2 2
情報処理Ｃ（PowerPoint　プレゼンテーション） 1 2 2
情報処理Ｄ（Access　データベース） 1 2 2
データサイエンス 1 2 2

異文化 
コミュニケーション 

科目群

IＢE １ 1 1

 4 単位必修
IＢE ２ 1 1
IＢE ３ 2 1
IＢE ４ 2 1
TOEIC英語 1 2 1
TOEFL英語 1 2 1
中国語Ａ－ １ 1 2 1
中国語Ａ－ ２ 1 2 1
中国語Ｂ－ １ 1 2 1
中国語Ｂ－ ２ 1 2 1
フランス語Ａ－ １ 1 2 1
フランス語Ａ－ ２ 1 2 1
ドイツ語Ａ－ １ 1 2 1
ドイツ語Ａ－ ２ 1 2 1
ドイツ語Ｂ－ １ 1 2 1
ドイツ語Ｂ－ ２ 1 2 1
韓国語Ａ－ １ 1 2 1
韓国語Ａ－ ２ 1 2 1
韓国語Ｂ－ １ 1 2 1
韓国語Ｂ－ ２ 1 2 1

次頁に続く

〈探究実証系〉
第Ⅰ類科目 教育目標

知識・技能

①社会的課題に関連する知識をもっている。

②大学での学びや社会で必要な基礎的学習スキルと語学力を

身につけている。

思考・判断・表現

③自ら問いを立て、他者との協働を通して、多面的に思考し

探究することができる。

④情報リテラシーを的確に活用し、論理的に表現できる。

関心・意欲・態度

⑤自律的・自立的に生きる〈私〉となるために必要な能力を

身につけている。

⑥他者と協力しながら課題に取り組む積極的態度を身に

　つけている。



探究実証系

仏 教 学 部
仏教学科

1．基礎ゼミナール

1・2年生を対象としたコース別のゼミナール。少人数のクラス
編成で、大学での学修全般に関するオリエンテーションをはじめ、
各コースの基礎的な知識及び上級学年で学ぶ専門科目の内容や学
修方法について指導する。
また担当教員と学生生活や学修について話し合う場でもあり、有
意義な4年間を送るための第一歩として受講する必修科目である。

2．基礎・専門・法儀部門

仏教学全般の基礎やコースの専門的学修をしながら、3年次の専
門ゼミナール、4年次の卒業論文・卒業研究に展開していくため
の科目群である。
コースの枠組みを超えて幅広い科目を学ぶことができるが、各自
の研究目標にそった科目選択が望まれる。

3．専門ゼミナール、卒業論文・卒業研究

卒業論文・卒業研究は大学での学修の集大成である。3年次より
専門ゼミナールでテーマの決定や資料収集など、担当教員より指
導を受けながら卒業論文・卒業研究を完成させていく。
また、よりよい成果があげられるよう、1年生のうちから十分な
基礎学修を積み上げることが大切である。
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部　門 授業科目の名称 履修年次 単位数又は時間数 備　考必修 選択 自由

異文化 
コミュニケーション 

科目群

英語コミュニケーションⅠ－Ｈ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅠ－Ｈ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅠ－Ｂ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅠ－Ｂ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅡ－Ｈ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅡ－Ｈ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅡ－Ｂ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅡ－Ｂ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅢ－Ｈ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅢ－Ｈ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅢ－Ｂ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅢ－Ｂ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅣ－Ｈ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅣ－Ｈ－ｂ 1 2 1
英語コミュニケーションⅣ－Ｂ－ａ 1 2 1
英語コミュニケーションⅣ－Ｂ－ｂ 1 2 1
中国語コミュニケーションⅠ－ １ 1 2 1
中国語コミュニケーションⅠ－ ２ 1 2 1
中国語コミュニケーションⅡ－ １ 1 2 1
中国語コミュニケーションⅡ－ ２ 1 2 1
ドイツ語コミュニケーションⅠ－ １ 1 2 1
ドイツ語コミュニケーションⅠ－ ２ 1 2 1
ドイツ語コミュニケーションⅡ－ １ 1 2 1
ドイツ語コミュニケーションⅡ－ ２ 1 2 1

問いの 
探究科目群

基礎

問いの探究 １ （生命・健康・福祉・ケア) 1 2

 8 単位必修
問いの探究 ２ （コミュニティと共生） 1 2
問いの探究 ３ （グローバル・イシュー） 2 2
問いの探究 ４ （エッセイ） 2 2

展開
探究のための哲学対話Ａ 1 2
探究のための哲学対話Ｂ 2 2
探究のための哲学対話Ｃ 2 2

※ 1 　必修科目計26単位修得するものとする。
　 2 　必修科目以外は自由科目なので注意すること。
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基礎ゼミナールⅠ

基礎仏教学Ⅰ（初期仏教）

基礎ゼミナールⅡ

基礎仏教学Ⅱ（大乗仏教）

基礎ゼミナールⅢ

基礎仏教学Ⅲ（東アジア仏教）

基礎ゼミナールⅣ

基礎仏教学Ⅳ（日本仏教）

仏教漢文Ⅰ

サンスクリット語研究Ⅰ

仏教漢文Ⅱ

サンスクリット語研究Ⅱ

サンスクリット語研究Ⅲ

パーリ語研究Ⅰ

チベット語研究Ⅰ

サンスクリット語研究Ⅳ

パーリ語研究Ⅱ

チベット語研究Ⅱ

仏教文化概論

仏教美術入門A

仏教美術入門B

仏教表現研究A

写経研究A

写経研究B

仏教美術研究A

仏教美術研究B

仏教美術研究C

時宗教理体系A

時宗教団史研究A

禅学概論

時宗教理体系B

時宗教団史研究B

日蓮教学概論

インド仏教研究A インド仏教研究B インド仏教研究C

仏教社会福祉論

宗教法人法

仏教の人権論

教育と宗教

現代社会と仏教A

現代社会と仏教B

現代社会と仏教C

現代社会と仏教D

仏教学専門ゼミナールⅠ 仏教学専門ゼミナールⅡ 仏教学専門ゼミナールⅢ 仏教学専門ゼミナールⅣ

中国仏教研究

仏教書誌学

チベット仏教研究

インド思想研究

日本仏教研究

日本仏教文献講読

インド文献講読

中国仏教文献講読

仏画研究A

仏教表現研究B

仏教と儀礼

仏像研究A

仏画研究B

仏像研究B

選択集Ⅰ 選択集Ⅱ

現代仏教文化研究

インド仏教特講

中国仏教特講

日本仏教特講

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

探究実証系　仏教学部　仏教学科　仏教学コース

① 仏教学科の学び（仏教学・宗学・国際教養）に関する幅広い知識と研究
方法を身につけている。

② 仏教学科の学びで得た知識と研究方法や技能を、現実社会の中で活用で
きる。

仏教学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、仏教学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 仏教学科におけるさまざまな学問的領域について、自らの学びの対象
とした研究や方法論を通じて多面的に思考・判断することができる。

④ 自ら学び体験したことを、他者や地域社会・世界に向けて、論理的・
創造的に表現することができる。

⑤ より良い社会の形成と発展のために、多様な価値観を認め、他者と
協働しながら、仏教学科での修学内容を主体的かつ実践的に活かそ
うとする姿勢を身につけている。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

第Ⅱ類科目

第Ⅰ類科目

1 年 次
仏教学・仏教文化の基礎知識及び基礎語学の修得

2 年 次
基礎知識を活かして日本人と仏教の関わりを考察する

3 年 次
専門分野の基礎的学修、方法論を修得

4 年 次
卒業論文、卒業研究の完成
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基礎部門

語学系

美術・文化教養

各宗系

現代社会系

応用部門

思想系



時宗教理体系A

時宗教団史研究A

時宗教理体系B

時宗教団史研究B

日蓮教学概論

禅学概論

選択集Ⅰ

選択集Ⅱ

各宗法儀研究Ⅰ 各宗法儀研究Ⅱ 各宗法儀研究Ⅲ 各宗法儀研究Ⅳ 各宗伝道学Ⅰ

各宗悉曇Ⅰ

各宗伝道学Ⅱ

各宗悉曇Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

基礎仏教学Ⅰ（初期仏教）

基礎ゼミナールⅡ

基礎仏教学Ⅱ（大乗仏教）

基礎ゼミナールⅢ

基礎仏教学Ⅲ（東アジア仏教）

基礎ゼミナールⅣ

基礎仏教学Ⅳ（日本仏教）

各宗学専門ゼミナールⅠ 各宗学専門ゼミナールⅡ 各宗学専門ゼミナールⅢ 各宗学専門ゼミナールⅣ

仏教研修A

仏教フィールドワークA

仏教研修B

仏教フィールドワークB

仏教研修C

仏教フィールドワークC

仏教研修D

仏教フィールドワークD

探究実証系　仏教学部　仏教学科　宗学コース

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

仏
教
学
部  

仏
教
学
科

宗
学
コ
ー
ス

中国仏教研究

中国仏教文献講読

チベット仏教研究

インド思想研究

日本仏教研究

日本仏教文献講読

インド文献講読

仏教書誌学

現代社会と仏教A・B・C・D

仏教社会福祉論

宗教法人法

教育と宗教

仏教の人権論

現代仏教文化研究

インド仏教特講

中国仏教特講

日本仏教特講

インド仏教研究A

インド仏教研究B

インド仏教研究C

（
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年
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トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

サンスクリット語研究Ⅰ

仏教漢文Ⅰ

仏教漢文Ⅱ 実践僧侶論

各宗教理体系A

各宗宗典概説A

各宗教団史研究A

各宗教理体系B

各宗宗典概説B

各宗教団史研究B

各宗学教理研究A

各宗学教理研究B

各宗学教理研究C

各宗学教理研究D

① 仏教学科の学び（仏教学・宗学・国際教養）に関する幅広い知識と研究
方法を身につけている。

② 仏教学科の学びで得た知識と研究方法や技能を、現実社会の中で活用で
きる。

仏教学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、仏教学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 仏教学科におけるさまざまな学問的領域について、自らの学びの対象
とした研究や方法論を通じて多面的に思考・判断することができる。

④ 自ら学び体験したことを、他者や地域社会・世界に向けて、論理的・
創造的に表現することができる。

⑤ より良い社会の形成と発展のために、多様な価値観を認め、他者と
協働しながら、仏教学科での修学内容を主体的かつ実践的に活かそ
うとする姿勢を身につけている。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

「
2
0
2
0 

大
正
大
学 
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」 
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第Ⅱ類科目

第Ⅰ類科目

1 年 次
仏教学、宗史、法儀の基礎知識と基礎語学を修得します

2 年 次
専門分野の基礎的学修、方法論を修得します

3 年 次
専門知識を深め、儀礼を正しく勤める力を身につけます

4 年 次
卒業論文、卒業研究の完成

基礎部門 応用部門

思想系

語学系 宗学系

現代社会系

各宗系

法儀部門

統合系

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文



第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

1 年 次
仏教の基礎知識と英語のコミュニケーション能力を身につけます

2 年 次
国際的な視野から日本文化、仏教を分析します

自らの考えを英語で表現します

3 年 次
理解した日本文化仏教について英語で表現できます

4 年 次
国際社会に向けて日本文化・仏教を発信できます

「
2
0
2
0 

大
正
大
学 
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要
項
」 
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基礎部門

美術・文化教養

語学系

応用部門

国際系

現代社会系

基礎ゼミナールⅠ

基礎仏教学Ⅰ（初期仏教）

基礎ゼミナールⅡ

基礎仏教学Ⅱ（大乗仏教）

基礎ゼミナールⅢ

基礎仏教学Ⅲ（東アジア仏教）

基礎ゼミナールⅣ

基礎仏教学Ⅳ（日本仏教）

仏教文化概論

仏教美術入門A

仏教美術入門B

仏教表現研究A

日本の伝統美研究A 日本の伝統美研究B

コミュニケーション英語Ⅰ コミュニケーション英語Ⅱ コミュニケーション英語Ⅲ コミュニケーション英語Ⅳ

国際教養専門ゼミナールⅠ 国際教養専門ゼミナールⅡ 国際教養専門ゼミナールⅢ 国際教養専門ゼミナールⅣ

実践英語Ⅰ

英語で学ぶ仏教Ⅰ

実践英語Ⅱ

英語で学ぶ仏教Ⅱ

世界の思想と宗教A 世界の思想と宗教B 世界の仏教事情

統合系
仏教研修A

仏教フィールドワークA

仏教研修B

仏教フィールドワークB

仏教研修C

仏教フィールドワークC

仏教研修D

仏教フィールドワークD

プロジェクト実習A プロジェクト実習B

プロジェクト実習C

仏教表現研究B

仏教と儀礼

日本の伝統美研究C

日本人の生活と仏教A 日本人の生活と仏教B

仏教社会福祉論

宗教法人法

仏教の人権論

教育と宗教

現代社会と仏教A

現代社会と仏教B

現代社会と仏教C

現代社会と仏教D

現代仏教文化研究

探究実証系　仏教学部　仏教学科　国際教養コース

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

仏
教
学
部  

仏
教
学
科

国
際
教
養
コ
ー
ス

（
2019
年
度

　P
29
）

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

① 仏教学科の学び（仏教学・宗学・国際教養）に関する幅広い知識と研究
方法を身につけている。

② 仏教学科の学びで得た知識と研究方法や技能を、現実社会の中で活用で
きる。

仏教学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、仏教学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 仏教学科におけるさまざまな学問的領域について、自らの学びの対象
とした研究や方法論を通じて多面的に思考・判断することができる。

④ 自ら学び体験したことを、他者や地域社会・世界に向けて、論理的・
創造的に表現することができる。

⑤ より良い社会の形成と発展のために、多様な価値観を認め、他者と
協働しながら、仏教学科での修学内容を主体的かつ実践的に活かそ
うとする姿勢を身につけている。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）
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第Ⅱ類科目　仏教学部　仏教学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

基礎仏教学Ⅰ（初期仏教） 1 4

必修基礎仏教学Ⅱ（大乗仏教） 1 4
基礎仏教学Ⅲ（東アジア仏教） 2 4
基礎仏教学Ⅳ（日本仏教） 2 4
基礎ゼミナールⅠ 1 2

必修基礎ゼミナールⅡ 1 2
基礎ゼミナールⅢ 2 2
基礎ゼミナールⅣ 2 2

専 門 部 門

語
学
系

仏教漢文Ⅰ 1 2
仏教学、宗学コース必修仏教漢文Ⅱ 1 2

サンスクリット語研究Ⅰ 1 2
サンスクリット語研究Ⅱ 1 2

仏教学コース 2 単位以上 
履修すること

サンスクリット語研究Ⅲ 2 2
サンスクリット語研究Ⅳ 2 2
パーリ語研究Ⅰ 2 2
パーリ語研究Ⅱ 2 2
チベット語研究Ⅰ 2 2
チベット語研究Ⅱ 2 2
コミュニケーション英語Ⅰ 1 3 国際教養コース必修

履修は国際教養コースの学生に限定
（週 5 回で 3 単位）コミュニケーション英語Ⅱ 1 3

コミュニケーション英語Ⅲ 2 3 国際教養コース必修
履修は国際教養コースの学生に限定

（週 5 回で 3 単位）コミュニケーション英語Ⅳ 2 3

思
想
系

インド思想研究 3 2

仏教学コース12単位以上
宗学コース 6 単位以上履修する
こと

インド仏教研究A（アビダルマ） 1 2
インド仏教研究B（大乗経典） 2 2
インド仏教研究C（大乗思想） 2 2
インド文献講読 3 2
インド仏教特講 4 2
チベット仏教研究 3 2
中国仏教研究 3 2
中国仏教文献講読 3 2
中国仏教特講 4 2
日本仏教研究 3 2
日本仏教文献講読 3 2
日本仏教特講 4 2
仏教書誌学 3 2

国
際
系

実践英語Ⅰ 3 2
実践英語Ⅱ 3 2
英語で学ぶ仏教Ⅰ 3 2
英語で学ぶ仏教Ⅱ 3 2
世界の思想と宗教A 2 2
世界の思想と宗教B 3 2
世界の仏教事情 3 2

文
化
教
養
系

仏教文化概論 1 2

 履修に際しては事前調整を行う

日本人の生活と仏教A（食文化） 3 2
日本人の生活と仏教B（年中行事） 3 2
日本の伝統美研究A（華道） 2 2
日本の伝統美研究B（茶道） 2 2
日本の伝統美研究C（書道） 3 2
仏教表現研究A（文学・落語・芸能） 2 2
仏教表現研究B（漫画・童話・絵本） 3 2
仏教と儀礼 3 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

専 門 部 門

美
術
系

仏教美術入門A（絵画） 1 2
仏教美術入門B（彫刻） 1 2
仏教美術研究A（天台） 2 2
仏教美術研究B（密教） 2 2
仏教美術研究C（浄土教） 2 2
仏画研究A 3 2  履修に際しては事前調整を行う仏画研究B 3 2
仏像研究A 3 2  履修に際しては事前調整を行う仏像研究B 3 2
写経研究A 2 2
写経研究B 2 2

統
合
系

プロジェクト実習A 3 2
プロジェクト実習B 3 2
プロジェクト実習C 3 2  履修に際しては事前調整を行う
仏教研修A 1 2 3 4 2
仏教研修B 1 2 3 4 2

 
3 年に 1 回開講仏教研修C 1 2 3 4 2

仏教研修D 1 2 3 4 2
仏教フィールドワークA 1 2 3 4 2

 
4 年に 1 回開講仏教フィールドワークB 1 2 3 4 2

仏教フィールドワークC 1 2 3 4 2
仏教フィールドワークD 1 2 3 4 2

現
代
社
会
系

教育と宗教 2 2
仏教の人権論 2 2
仏教社会福祉論 2 2  社会福祉学科開講
宗教法人法 2 2
現代社会と仏教A 2 2
現代社会と仏教B 2 2
現代社会と仏教C 2 2
現代社会と仏教D 2 2
現代仏教文化研究 3 2

各
宗
系

選択集Ⅰ 3 2
選択集Ⅱ 3 2
時宗教理体系A 2 2
時宗教理体系B 2 2
時宗教団史研究A 2 2
時宗教団史研究B 2 2
日蓮教学概論 2 2  隔年開講
禅学概論 2 2  隔年開講

宗
学
系

実践僧侶論 2 2  宗学コース必修
天台学教理体系A 2 2
天台学教理体系B 2 2
天台学宗典概説A 2 2
天台学宗典概説B 2 2
天台学教理研究A 3 2
天台学教理研究B 3 2
天台学教理研究C 3 2
天台学教理研究D 3 2
天台教団史研究A 2 2
天台教団史研究B 2 2
真言豊山学教理体系A 2 2
真言豊山学教理体系B 2 2
真言豊山学宗典概説A 2 2
真言豊山学宗典概説B 2 2
真言豊山学教理研究A 3 2
真言豊山学教理研究B 3 2
真言豊山学教理研究C 3 2
真言豊山学教理研究D 3 2
真言豊山教団史研究A 2 2
真言豊山教団史研究B 2 2
真言智山学教理体系A 2 2
真言智山学教理体系B 2 2

次頁に続く
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部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

専 門 部 門

宗　

学　

系

真言智山学宗典概説A 2 2
真言智山学宗典概説B 2 2
真言智山学教理研究A 3 2
真言智山学教理研究B 3 2
真言智山学教理研究C 3 2
真言智山学教理研究D 3 2
真言智山教団史研究A 2 2
真言智山教団史研究B 2 2
浄土学教理体系A 2 2
浄土学教理体系B 2 2
浄土学宗典概説A 2 2
浄土学宗典概説B 2 2
浄土学教理研究A 3 2
浄土学教理研究B 3 2
浄土学教理研究C 3 2
浄土学教理研究D 3 2
浄土教団史研究A 2 2
浄土教団史研究B 2 2

法 儀 部 門

天台宗法儀研究Ⅰ 1 2

宗学を主専攻とする者の 
選択科目
僧階資格登録が必要

天台宗法儀研究Ⅱ 1 2
天台宗法儀研究Ⅲ 2 2
天台宗法儀研究Ⅳ 2 2
天台宗伝道学Ⅰ 3 2
天台宗伝道学Ⅱ 3 2
天台宗悉曇Ⅰ 3 2
天台宗悉曇Ⅱ 3 2
真言宗豊山法儀研究Ⅰ 1 2
真言宗豊山法儀研究Ⅱ 1 2
真言宗豊山法儀研究Ⅲ 2 2
真言宗豊山法儀研究Ⅳ 2 2
真言宗豊山伝道学Ⅰ 3 2
真言宗豊山伝道学Ⅱ 3 2
真言宗豊山悉曇Ⅰ 3 2
真言宗豊山悉曇Ⅱ 3 2
真言宗智山法儀研究Ⅰ 1 2
真言宗智山法儀研究Ⅱ 1 2
真言宗智山法儀研究Ⅲ 2 2
真言宗智山法儀研究Ⅳ 2 2
真言宗智山伝道学Ⅰ 3 2
真言宗智山伝道学Ⅱ 3 2
真言宗智山悉曇Ⅰ 3 2
真言宗智山悉曇Ⅱ 3 2
浄土宗法儀研究Ⅰ 1 2
浄土宗法儀研究Ⅱ 1 2
浄土宗法儀研究Ⅲ 2 2
浄土宗法儀研究Ⅳ 2 2
浄土宗伝道学Ⅰ 3 2
浄土宗伝道学Ⅱ 3 2
浄土宗詠唱Ⅰ 2 2
浄土宗詠唱Ⅱ 2 2
時宗法儀研究Ⅰ 1 1
時宗法儀研究Ⅱ 1 1
時宗法儀研究Ⅲ 2 1
時宗法儀研究Ⅳ 2 1

応 用 部 門

仏教学専門ゼミナールⅠ 3 2

 8 単位以上選択必修

仏教学専門ゼミナールⅡ 3 2
仏教学専門ゼミナールⅢ 4 2
仏教学専門ゼミナールⅣ 4 2
天台学専門ゼミナールⅠ 3 2
天台学専門ゼミナールⅡ 3 2
天台学専門ゼミナールⅢ 4 2
天台学専門ゼミナールⅣ 4 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

応 用 部 門

真言豊山学専門ゼミナールⅠ 3 2

 8 単位以上選択必修

真言豊山学専門ゼミナールⅡ 3 2
真言豊山学専門ゼミナールⅢ 4 2
真言豊山学専門ゼミナールⅣ 4 2
真言智山学専門ゼミナールⅠ 3 2
真言智山学専門ゼミナールⅡ 3 2
真言智山学専門ゼミナールⅢ 4 2
真言智山学専門ゼミナールⅣ 4 2
浄土学専門ゼミナールⅠ 3 2
浄土学専門ゼミナールⅡ 3 2
浄土学専門ゼミナールⅢ 4 2
浄土学専門ゼミナールⅣ 4 2
国際教養専門ゼミナールⅠ 3 2
国際教養専門ゼミナールⅡ 3 2
国際教養専門ゼミナールⅢ 4 2
国際教養専門ゼミナールⅣ 4 2

卒業論文・卒業研究 卒業論文 4 8  8 単位選択必修卒業研究 4 8

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。

⃝先修制科目……以下の科目は順次履修すること。
◦天台宗法儀研究Ⅰ→天台宗法儀研究Ⅱ→天台宗法儀研究Ⅲ→天台宗法儀研究Ⅳ
◦天台宗悉曇Ⅰ→天台宗悉曇Ⅱ
◦真言宗豊山法儀研究Ⅰ→真言宗豊山法儀研究Ⅱ→真言宗豊山法儀研究Ⅲ→真言宗豊山法儀研究Ⅳ
◦真言宗豊山悉曇Ⅰ→真言宗豊山悉曇Ⅱ
◦真言宗智山法儀研究Ⅰ→真言宗智山法儀研究Ⅱ→真言宗智山法儀研究Ⅲ→真言宗智山法儀研究Ⅳ
◦真言宗智山悉曇Ⅰ→真言宗智山悉曇Ⅱ
◦浄土宗法儀研究Ⅰ→浄土宗法儀研究Ⅱ→浄土宗法儀研究Ⅲ→浄土宗法儀研究Ⅳ
◦浄土宗伝道学Ⅰ→浄土宗伝道学Ⅱ
◦浄土宗詠唱Ⅰ→浄土宗詠唱Ⅱ

教職科目
部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教職関連部門

日本史概説A 2 3 4 2

教職資格登録者のみ履修可

日本史概説B 2 3 4 2
西洋史概説 2 3 4 4
東洋史概説 2 3 4 4
人文地理学B 2 3 4 2
自然地理学B 2 3 4 2
地誌学 2 3 4 2
法律学概論（国際法を含む。） 2 3 4 2
政治学概論（国際政治を含む。） 2 3 4 2
社会学入門 2 3 4 4
経済学概論（国際経済を含む。） 2 3 4 2
哲学入門 2 3 4 2
現代倫理学 2 3 4 2
宗教学入門 2 3 4 2
宗教史Ⅰ 2 3 4 2
宗教史Ⅱ 2 3 4 2
心理学概説 2 3 4 2

⃝教職関連部門は、教職の資格登録を行っている者のみ履修することができる。
⃝修得単位は、第Ⅲ類科目として認定する。
⃝教職の履修については、教職ガイダンス・資格要項にて確認すること。
⃝履修制限単位（キャップ制）に含む。



1．基礎ゼミナール

1年生を対象とした学科ごとのゼミナール。比較的少人数のクラ
ス編成で、所属学科の学修内容のオリエンテーションをはじめ、
専門課程の学修方法について学ぶ。また担当教員は、クラスの学
生の学修全般、生活も気にかけている。

2．学科における専門科目

学科の専門科目は、各分野の専門領域について学ぶ科目群、多様
な研究方法について学ぶ科目群、3年次以降の学修の基盤をつく
る演習・実習科目群によって構成される。意欲的に、かつ広い視
野を持って学んでいく姿勢が望まれる。

3．専門演習・専門ゼミナール、卒業論文

3・4年次になると学科の学修内容の特色が明確になってくると
ともに、実験や調査などの実践的な授業や学外における実習も行
われる。また、より専門性を深めた講義科目に加え、専門演習・
ゼミナールでは卒業論文執筆も念頭に置いた自律的な学びが展開
される。
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臨床心理学科
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第Ⅱ類科目

基礎ゼミナールⅠ

人間科学の基礎

 心理学の基礎

社会学の基礎

基礎ゼミナールⅡ

身体科学の基礎

心理学実験基礎演習Ⅰ

社会調査演習Ⅰ

社会学購読A

心理学実験基礎演習Ⅱ

社会調査演習Ⅱ

社会学購読B

身体科学実験基礎演習

コミュニケーションの心理学

ジェンダー論

社会心理学

現代社会論

家族の社会学

生活環境の社会学

都市と地域の社会学 

職場の社会学

情報と社会

出版文化論

現代社会生活特講A

現代社会生活特講B

仕事の社会学

文化の社会学

社会問題論

生命科学

身体活動の科学

脳と心

基礎心理学

心の認知科学

生涯発達心理学

生と死の社会学

ライフコース論

動物と人間の心理学

人間発達特講A

人間発達特講B

発育発達と運動

認知社会心理学

感情心理学

親と子の発達心理学

健康心理学

論理的な思考と協働

社会調査法A 社会調査法B
心理学研究法A

社会学の理論と方法

社会調査法C
心理学研究法B

社会統計学

心理学研究法C

質的社会調査法

多変量解析入門

分析力と表現力

人間社会・心理について
の多面的な知識・現代的
課題への複眼的思考

人間科学専門演習Ⅰ 人間科学専門演習Ⅱ

人間科学特別研究

（
2019
年
度

　P
52
）

探究実証系　心理社会学部　人間科学科

第Ⅰ類科目

1 年 次
基礎的な知識と研究手法の修得

2 年 次
実践を通じた知識と研究手法の修得

3 年 次
知識と研究手法の深化及び問題の発見

4 年 次
テーマ設定と研究実践

卒
業
論
文

①「Life（人びとの人生・生活）」に関して社会学・心理学及び身体科学
の観点から領域横断的な知識を有している。

② 人間科学に関する実験・調査・観察などの技能を身につけ、「Life」に
ついて科学的にアプローチすることができる。

人間科学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、人間科学
科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与し
ます。

③「Life」について複眼的に思考し、それに基づいて判断できる。
④ 根拠に基づいて論理的に表現することができる。

⑤「Life」に関する多様な課題に関心を抱き、自ら調査・分析し、解
決しようとする意欲を有している。

⑥ 今日的な課題に対して、時流にとらわれることなく、主体的な態度で向き
合うとともに、他者と協働して解決しようとする姿勢を身につけている。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

基礎部門 基礎演習 専門演習

特別研究

現代社会生活

人間発達

研究法部門
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科
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第Ⅱ類科目　心理社会学部　人間科学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

人間科学の基礎 1 2
 6 単位必修基礎ゼミナールⅠ 1 2

基礎ゼミナールⅡ 1 2
心理学の基礎 1 4

 6 単位以上選択必修社会学の基礎 1 4
身体科学の基礎 1 2

研 究 法 部 門

基
礎
科
目

心理学研究法Ａ 1 2

 6 単位以上選択必修
心理学研究法Ｂ 2 2
社会調査法Ａ 1 2
社会学の理論と方法 2 2

基
礎
演
習
科
目

心理学実験基礎演習Ⅰ 2 2

 ＊

心理学実験基礎演習Ⅱ 2 2
社会調査演習Ⅰ 2 2
社会調査演習Ⅱ 2 2
社会学講読A 2 2
社会学講読B 2 2
身体科学実験基礎演習 2 2

展
開
科
目

心理学研究法C 2 2
社会調査法B 1 2
社会調査法Ｃ 2 2
社会統計学 2 2
多変量解析入門 3 2
質的社会調査法 3 2

専 門 部 門

人
間
発
達
科
目
（
Ａ
群
）

生命科学 2 2

	 Ａ群とＢ群から各12単位以上、
	 かつ、
	 Ａ群とＢ群から合計36単位以上
	 選択必修

身体活動の科学 2 2
発育発達と運動 3 2
脳と心 2 2
基礎心理学 2 2
心の認知科学 2 2
認知社会心理学 3 2
感情心理学 3 2
生涯発達心理学 2 2
親と子の発達心理学 3 2
生と死の社会学 2 2
ライフコース論 2 2
健康心理学 3 2
動物と人間の心理学 2 2
人間発達特講A 2 2
人間発達特講B 2 2

現
代
社
会
生
活
科
目
（
Ｂ
群
）

社会心理学 2 2
コミュニケーションの心理学 1 2
ジェンダー論 1 2
現代社会論 2 2
家族の社会学 2 2
生活環境の社会学 2 2
都市と地域の社会学 2 2
職場の社会学 2 2
仕事の社会学 3 2
文化の社会学 3 2
情報と社会 2 2
出版文化論 2 2
社会問題論 3 2
現代社会生活特講A 2 2
現代社会生活特講B 2 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

専 門 部 門
特別研究 人間科学特別研究 2 2

演習科目 人間科学専門演習Ⅰ 3 4
 8 単位必修

人間科学専門演習Ⅱ 3 4

卒 業 論 文 卒業論文 4 8 8 単位必修

＊印（研究法部門・基礎演習科目）は、各学問領域についてより深く学び、専門演習及び卒業論文において必要となる基礎的な知識や
技術を身につけるための科目群である。複数の領域の科目を積極的に履修し、 3 年次からのゼミ選択の手がかりとしてほしい。配属
されたゼミによっては関連科目の履修を求められることもある。

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。

⃝先修制科目……以下の科目は順次履修すること。
◦心理学研究法Ａ→心理学実験基礎演習Ⅰ
◦心理学実験基礎演習Ⅰ→心理学実験基礎演習Ⅱ
◦心理学実験基礎演習Ⅰ→心理学研究法Ｃ
◦社会調査法Ａ→社会調査法Ｂ
◦社会調査法Ｃ→質的社会調査法
◦社会調査演習Ⅰの履修希望者は、社会調査法Ａ及び社会調査法Ｂの ２ 科目 ４ 単位を修得済みとする。
◦社会調査演習Ⅰ→社会調査演習Ⅱ（同じ教員クラスの継続とする。）
◦人間科学専門演習Ⅰ→人間科学専門演習Ⅱ（同じ教員クラスの継続とする。）

◦多変量解析入門を履修する者は以下のいずれかの条件を満たしていること。
　 1 ）社会調査法Cと社会統計学の両方を修得済みである。
　 2 ）心理学研究法Aと心理学研究法Bの両方を修得済みである。
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探究実証型　心理社会学部　臨床心理学科

第Ⅰ類科目

1 年 次
広く心理学・臨床心理学の諸領域を学びます

2 年 次
実験や統計的分析を行い、まとめ方を学びます

3 年 次
それぞれ関心ある領域について知見を深めていきます

4 年 次
臨床心理学の観点から、各テーマの研究を進めていきます

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

第Ⅱ類科目

心理学実験

質的研究法

心理実習Ⅱ心理実習Ⅰ

臨床心理学特論D臨床心理学特論A

臨床心理学特論B

臨床心理学特論C

関係行政論

心理的アセスメント 心理演習

心理臨床査定演習

心理臨床技法演習

外部実習・見学80時間以上 心理実習Ⅲ

臨床心理学専門ゼミナールⅠ

臨床心理学専門ゼミナールⅡ

心理学研究法

感情・人格心理学 知覚・認知心理学 社会・集団・家族心理学 学習・言語心理学

教育・学校心理学

精神疾患とその治療

コミュニケーション心理学

コミュニティ心理学

司法・犯罪心理学

発達心理学

障害者・障害児心理学人体の構造と機能及び疾病

神経・生理心理学

福祉心理学

青年心理学

産業・組織心理学

健康・医療心理学

心理療法論C

心理療法論D

心理学的支援法

心理療法論A

心理療法論B

公認心理師の職責

心理学概論

臨床心理学概論

臨床心理学基礎ゼミナールⅠ

臨床心理学基礎ゼミナールⅡ

心理学統計法

臨床心理学専門ゼミナールⅢ

臨床心理学専門ゼミナールⅣ

① 臨床心理学の諸理論と技法の基本と核心を理解している。
② 心理学諸分野の基本的な研究方法を身につけ、現実社会の中で活用でき
る。

臨床心理学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」
を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、臨床
心理学科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を
授与します。

③ 客観性を重視する科学的視点と共感性を軸とする臨床的視点の両方を
身につけ、多面的かつ多角的な判断ができる。

④ 専門的文献を正確に理解するとともに、自らの問題意識を学術的に論
証していくための方法を身につけ、学修成果や考察を的確に表現し、
伝達することができる。

⑤ 互いの個性や多様な価値観を尊重しながら他者と協働し、自らの学
びや人間関係を構築しようとする姿勢を有している。

⑥ 臨床心理実践の学びを通して、一般社会人として不可欠な倫理やモ
ラルを心得るとともに、責任ある社会人として行動しようとする態
度を身につけている。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

関連領域部門

基礎部門 応用部門

演習・実習部門

関連領域部門

調査・研究法部門
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第Ⅱ類科目　心理社会学部　臨床心理学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

心理学概論 １ 2

 4 科目 8 単位必修
臨床心理学概論 １ 2
臨床心理学基礎ゼミナールⅠ １ 2
臨床心理学基礎ゼミナールⅡ １ 2

調査・研究法部門

心理学研究法 １ 2
 2 科目 6 単位必修

心理学実験 ２ 4
心理学統計法 ３ ４ 2

 選択科目
質的研究法 ２ ３ ４ 2
臨床心理学専門ゼミナールⅠ ３ 2

 4 科目 8 単位必修
臨床心理学専門ゼミナールⅡ ３ 2
臨床心理学専門ゼミナールⅢ ４ 2
臨床心理学専門ゼミナールⅣ ４ 2

関連領域部門

知覚・認知心理学 １ ２ ３ ４ 2

 選択科目

学習・言語心理学 １ ２ ３ ４ 2
感情・人格心理学 １ ２ ３ ４ 2
社会・集団・家族心理学 １ ２ ３ ４ 2
神経・生理心理学 ２ ３ ４ 2
発達心理学 ２ ３ ４ 2
障害者・障害児心理学 ２ ３ ４ 2
健康・医療心理学 ２ ３ ４ 2
福祉心理学 ２ ３ ４ 2
教育・学校心理学 ２ ３ ４ 2
司法・犯罪心理学 ２ ３ ４ 2
コミュニティ心理学 ２ ３ ４ 2
コミュニケーション心理学 ２ ３ ４ 2
青年心理学 ２ ３ ４ 2
産業・組織心理学 ２ ３ ４ 2
人体の構造と機能及び疾病 ２ ３ ４ 2
精神疾患とその治療 ２ ３ ４ 4

演習・実習部門

心理的アセスメント ２ 2  1 科目 2 単位必修
心理演習 ３ ４ 4

 選択科目心理臨床査定演習 ３ ４ 4
心理臨床技法演習 ３ ４ 4
心理実習Ⅰ ２ 1

 2 科目 2 単位必修
心理実習Ⅱ ２ 1
心理実習Ⅲ ３ 4 選択科目（外部実習・見学８０時間以上）

応 用 部 門

公認心理師の職責 ２ ３ ４ 2

 選択科目

心理学的支援法 ２ ３ ４ 2
関係行政論  ３ ４ 2
心理療法論Ａ ２ ３ ４ 2
心理療法論Ｂ ２ ３ ４ 2
心理療法論Ｃ ２ ３ ４ 2
心理療法論Ｄ ２ ３ ４ 2
臨床心理学特論Ａ ３ ４ 2
臨床心理学特論Ｂ ３ ４ 2
臨床心理学特論Ｃ ３ ４ 2
臨床心理学特論Ｄ ３ ４ 2

卒 業 論 文 卒業論文 4 8 8 単位必修

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。

⃝公認心理師養成科目について。
◦別表の①〜㉕全科目の単位を修得すること。
◦心理実習Ⅲについては、外部実習への参加が求められるため、学科が定めた成績評価基準をクリアした学生に対して、適正検査・

試験及び事前面談を行い、合格者に履修を認める。

⃝先修制科目……以下の科目は順次履修すること。
◦心理学研究法 → 心理学実験、心理学統計法、質的研究法
◦心理的アセスメント → 心理臨床査定演習
◦心理実習Ⅰ・Ⅱ → 心理実習Ⅲ
◦心理学的支援法 → 心理演習、心理臨床技法演習

公認心理師養成科目一覧
下記科目必修

授業科目の名称 履修年次 単位 備　考
①公認心理師の職責 2 3 4 2
②心理学概論 １ 2
③臨床心理学概論 １ 2
④心理学研究法 １ 2
⑤心理学統計法 3 4 2
⑥心理学実験 2 4
⑦知覚・認知心理学 １ 2 3 4 2
⑧学習・言語心理学 １ 2 3 4 2
⑨感情・人格心理学 １ 2 3 4 2
⑩神経・生理心理学 2 3 4 2
⑪社会・集団・家族心理学 １ 2 3 4 2
⑫発達心理学 2 3 4 2
⑬障害者・障害児心理学 2 3 4 2
⑭心理的アセスメント 2 2
⑮心理学的支援法 2 3 4 2
⑯健康・医療心理学 2 3 4 2
⑰福祉心理学 2 3 4 2
⑱教育・学校心理学 2 3 4 2
⑲司法・犯罪心理学 2 3 4 2
⑳産業・組織心理学 2 3 4 2
㉑人体の構造と機能及び疾病 2 3 4 2
㉒精神疾患とその治療 2 3 4 4
㉓関係行政論 3 4 2
㉔心理演習 3 4 4
㉕心理実習Ⅰ 2 1
㉕心理実習Ⅱ 2 1
㉕心理実習Ⅲ 3 4

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

心
理
社
会
学
部  

臨
床
心
理
学
科



1．基礎ゼミナール

１年生と2年生を対象とする入門及び基礎のゼミナール形式の科
目。すべての学びのスタートとなる大切な科目である。少人数編
成で、所属コースの専門的な学習の基礎を培い、ともに学びあう
仲間と出会い、議論し、切磋琢磨する。新たな知識を共有し、考
え、成果を発表する場となる。

2．学科の基礎部門・分野別部門・応用部門

学科ごとに構成される基礎部門及び分野別部門、応用部門の科目。
1年生と2年生は所属コースの学びに必要な学問の基本的なスキ
ルを修得し、3年生からはさらに高度な応用力を身につける。学
科教員の指導のもとに、多彩な科目のなかから、効果的な科目選
択をし、卒業論文・卒業研究に取り組むための力を養う。

3．課題研究・専門演習、卒業論文

専門的な研究では、学科ごとの特色が反映され、授業の形態や方
法もさまざまである。学科によっては、学外での実習やフィール
ドワークなども行われる。
卒業論文は大学における学びの集大成である。これまで積み重ね
てきた学習によって得たすべての力を結集させ、仲間と励ましあ
い、各自の研究テーマを完成させる。

探究実証系

文　学　部
人 文 学 科
日本文学科
歴 史 学 科
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第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

探究実証系　文学部　人文学科　哲学・宗教文化コース

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

人
文
学
科

哲
学
・
宗
教
文
化
コ
ー
ス

1 年 次
哲学と宗教文化について基礎知識を学びます

2 年 次
哲学的なものの見方、宗教に対する客観的な見方を身につけます

3 年 次
哲学や宗教文化に関して、自分が興味を持てるテーマをつかむ

4 年 次
テーマを掘り下げて探求し、その成果をまとめる

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

基礎的知識科目群

応用的実践科目群 専門学が深化・向上

文化人類学

現代倫理学Ⅱ

現代宗教論 科学と宗教の歴史

東と西の思想史

人と文化をつくる宗教

基礎ゼミナールⅣ

比較宗教論

応用的知識科目群

基礎ゼミナールⅢ

宗教文化研究C

宗教文化研究B

宗教文化研究D

宗教文化研究A

哲学・宗教課題研究Ⅱ哲学・宗教課題研究Ⅰ

いのちの教育を考える

生活の中の宗教

マナーと人間関係を考える

現代社会の倫理を考える

宗教文化論

現代哲学Ⅰ

哲学の歴史Ⅰ

現代哲学Ⅱ

宗教史Ⅰ

宗教史Ⅱ

現代倫理学Ⅰ

中国の哲学

日本文化総論

哲学・思想基礎論

カルチュラルスタディーズ総論

哲学の歴史Ⅱ

いのちの倫理

アカデミックスキル科目群

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

哲学・宗教課題研究Ⅲ

哲学・宗教課題研究Ⅳ

① 哲学、思想、宗教、文化の諸分野に関する深い教養を体系的に身につけ
ている。

② 哲学、思想、宗教、文化の諸分野における研究を通じて、学問の基本的
な方法を身につけている。

人文学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、人文学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を身につけた学生に学位を授与
します。

③ 哲学、思想、宗教、文化の学問的領域の分析方法を応用し、多面的か
つ学際的な視点でものごとをとらえることができる。

④ 立場や見解の異なる者に対しても公平な理解を示し、建設的な議論や
判断をすることができる。

⑤ 学問知、実践知を自分のことばで表現し、文章や口頭で他者に伝える
ことができる。

⑥ 哲学、思想、宗教、文化の諸分野における学問的経験を活かし、未
来において起こる新たな思潮を理解し、つねに自らの学問知を刷新
しようとする意欲を有している。

⑦ 自らの能力を社会に還元する意思と、社会のなかで自らを高める意欲
を持ち、自らの生き方について責任を果たす姿勢を身につけている。

⑧ コミュニティの重要性を理解し、その発展に貢献する積極性と協調
性を身につけている。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

（
2019
年
度

　P
60
）
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トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

（
2019
年
度

　P
61
）

異文化特別研究Ⅰ

言語学

Presentation

異文化特別研究Ⅱ

Academic Writing Ⅰ

Debate

Business English Ⅱ

Academic Writing Ⅱ

英語圏文学Ⅱ

英語音声学

Business English Ⅲ

異文化コミュニケーションⅠ

Global Issues Ⅱ

Business English Ⅳ

異文化コミュニケーションⅡ

Global Issues Ⅰ

Business English Ⅰ

英語圏文学Ⅰ

英語学

第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

1 年 次
大学生活のスタートで基礎力をしっかり身につけよう

2 年 次
専門的な研究の準備文化に対する多角的視点を理解しよう

3 年 次
さまざまな研究に取り組みながら卒業研究のテーマを考えよう

4 年 次
卒業研究のテーマを探究卒業論文をまとめよう

探究実証系　文学部　人文学科　国際文化コース

① 哲学、思想、宗教、文化の諸分野に関する深い教養を体系的に身につけ
ている。

② 哲学、思想、宗教、文化の諸分野における研究を通じて、学問の基本的
な方法を身につけている。

人文学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、人文学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を身につけた学生に学位を授与
します。

③ 哲学、思想、宗教、文化の学問的領域の分析方法を応用し、多面的か
つ学際的な視点でものごとをとらえることができる。

④ 立場や見解の異なる者に対しても公平な理解を示し、建設的な議論や
判断をすることができる。

⑤ 学問知、実践知を自分のことばで表現し、文章や口頭で他者に伝える
ことができる。

⑥ 哲学、思想、宗教、文化の諸分野における学問的経験を活かし、未
来において起こる新たな思潮を理解し、つねに自らの学問知を刷新
しようとする意欲を有している。

⑦ 自らの能力を社会に還元する意思と、社会のなかで自らを高める意欲
を持ち、自らの生き方について責任を果たす姿勢を身につけている。

⑧ コミュニティの重要性を理解し、その発展に貢献する積極性と協調
性を身につけている。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

人
文
学
科

国
際
文
化
コ
ー
ス

探
究
実
証
系

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

表現文化論

英語表現論

文化人類学

カルチュラルスタディーズ総論

その他の基礎共通

Workshop （異文化の理解）Ⅰ
A・B・C

Workshop （異文化の理解）Ⅱ
A・B・C 異文化文献研究Ⅰ

異文化研究の発展Ⅰ

異文化文献研究Ⅱ

異文化研究の発展Ⅱ

異文化研究の展開Ⅰ 
A・B・C・D・E

異文化特別演習Ⅰ
A・B

異文化特別研究Ⅲ

異文化研究の展開Ⅱ 
A・B・C・D・E

異文化特別演習Ⅱ
A・B

異文化特別研究Ⅳ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ 基礎ゼミナールⅢ 基礎ゼミナールⅣ 国際文化課題研究Ⅰ
A・B・C・D・E・F

国際文化課題研究Ⅱ
A・B・C・D・E・F

国際文化課題研究Ⅳ
A・B・C・D・E・F

国際文化課題研究Ⅲ
A・B・C・D・E・F

Workshop
（English Communication） Ⅰ

A・B

Workshop
（English Communication） Ⅱ

 A・B

Workshop 
（English Communication）Ⅲ

 A・B

Workshop 
（English Communication）Ⅳ

 A・B

Workshop 
（English Communication）Ⅴ

 A・B

Workshop 
（English Communication）Ⅵ

 A・B

Workshop
 （English Communication）Ⅶ 

 A・B

Workshop 
（English Communication）Ⅷ  

 A・B

異文化文献研究Ⅳ異文化文献研究Ⅲ

基礎共通科目

ゼミ科目
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第Ⅱ類科目　文学部　人文学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

基礎ゼミナールⅠ 1 2

 4 科目 8 単位必修基礎ゼミナールⅡ 1 2
基礎ゼミナールⅢ 2 2
基礎ゼミナールⅣ 2 2
日本文化総論 1 2

 3 科目 6 単位履修すること

日本文学総論 1 2
日本語学総論 1 2
哲学・思想基礎論 1 2
宗教文化論 1 2
カルチュラルスタディーズ総論 1 2
文化人類学 1 2
表現文化論 1 2
英語表現論 1 2

分 野 別 部 門

哲
学
・
宗
教
文
化

哲学の歴史Ⅰ 1 2 2
哲学の歴史Ⅱ 1 2 2
中国の哲学 1 2 2
現代哲学Ⅰ 2 3 2
現代哲学Ⅱ 2 3 2
現代倫理学Ⅰ 1 2 2
現代倫理学Ⅱ 1 2 2
宗教史Ⅰ 1 2 2
宗教史Ⅱ 1 2 2
いのちの倫理 1 2 2
東と西の思想史 1 2 2
生活のなかの宗教 1 2 2
科学と宗教の歴史 1 2 2
いのちの教育を考える 1 2 2
伝統礼法と教育 1 2 2
人と文化をつくる宗教 1 2 2
宗教と教育の関係 1 2 2
現代社会の倫理を考える 1 2 2
マナーと人間関係を考える 1 2 2
宗教文化研究Ａ 2 3 2
宗教文化研究Ｂ 2 3 2
宗教文化研究Ｃ 2 3 2
宗教文化研究Ｄ 2 3 2
現代宗教論 2 3 2
比較宗教論 2 3 2
哲学・宗教課題研究Ⅰ 3 2

	哲学・宗教文化コースの者は、
	 8 単位履修すること

哲学・宗教課題研究Ⅱ 3 2
哲学・宗教課題研究Ⅲ 4 2
哲学・宗教課題研究Ⅳ 4 2

国

際

文

化

Workshop(異文化の理解）Ⅰ−Ａ 1 2
Workshop(異文化の理解）Ⅰ−Ｂ 1 2
Workshop(異文化の理解）Ⅰ−Ｃ 1 2
Workshop(異文化の理解）Ⅱ−Ａ 1 2
Workshop(異文化の理解）Ⅱ−Ｂ 1 2
Workshop(異文化の理解）Ⅱ−Ｃ 1 2
Workshop(English Communication)Ⅰ−Ａ 1 2
Workshop(English Communication)Ⅰ−Ｂ 1 2
Workshop(English Communication)Ⅱ−Ａ 1 2
Workshop(English Communication)Ⅱ−Ｂ 1 2
Workshop(English Communication)Ⅲ−Ａ 2 2
Workshop(English Communication)Ⅲ−Ｂ 2 2
Workshop(English Communication)Ⅳ−Ａ 2 2
Workshop(English Communication)Ⅳ−Ｂ 2 2
Workshop(English Communication)Ⅴ−Ａ 3 2
Workshop(English Communication)Ⅴ−Ｂ 3 2
Workshop(English Communication)Ⅵ−Ａ 3 2
Workshop(English Communication)Ⅵ−Ｂ 3 2
Workshop(English Communication)Ⅶ−Ａ 4 2
Workshop(English Communication)Ⅶ−Ｂ 4 2
Workshop(English Communication)Ⅷ−Ａ 4 2
Workshop(English Communication)Ⅷ−Ｂ 4 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

分 野 別 部 門

国

際

文

化

異文化研究の展開Ⅰ−Ａ 2 2
異文化研究の展開Ⅰ−Ｂ 2 2
異文化研究の展開Ⅰ−Ｃ 2 2
異文化研究の展開Ⅰ−Ｄ 2 2
異文化研究の展開Ⅰ−Ｅ 2 2
異文化研究の展開Ⅱ−Ａ 2 2
異文化研究の展開Ⅱ−Ｂ 2 2
異文化研究の展開Ⅱ−Ｃ 2 2
異文化研究の展開Ⅱ−Ｄ 2 2
異文化研究の展開Ⅱ−Ｅ 2 2
異文化特別研究Ⅰ 1 2
異文化特別研究Ⅱ 1 2
異文化特別研究Ⅲ 2 2
異文化特別研究Ⅳ 2 2
異文化特別演習Ⅰ 2 2
異文化特別演習Ⅱ 2 2
異文化研究の発展Ⅰ 3 2
異文化研究の発展Ⅱ 3 2
異文化文献研究Ⅰ 3 2
異文化文献研究Ⅱ 3 2
異文化文献研究Ⅲ 4 2
異文化文献研究Ⅳ 4 2
言語学 1 2
英語学 2 2
英語音声学 2 2
英語圏文学Ⅰ 2 2
英語圏文学Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーションⅠ 3 2
異文化コミュニケーションⅡ 3 2
Academic Writing Ⅰ 1 2
Academic Writing Ⅱ 2 2
Presentation 1 2
Debate 2 2
Global Issues Ⅰ 2 2
Global Issues Ⅱ 3 2
Business English Ⅰ 2 2
Business English Ⅱ 2 2
Business English Ⅲ 3 2
Business English Ⅳ 3 2
国際文化課題研究Ⅰ 3 2

	国際文化コースの者は、
	 8 単位履修すること

国際文化課題研究Ⅱ 3 2
国際文化課題研究Ⅲ 4 2
国際文化課題研究Ⅳ 4 2

卒業論文・卒業研究 卒業論文 4 8  8 単位選択必修卒業研究 4 8
⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。

教職科目
部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教職関連部門

法律学概論（国際法を含む。） 2 3 4 2

教職資格登録者のみ履修可。

政治学概論（国際政治を含む。） 2 3 4 2
社会学入門 2 3 4 4
経済学概論（国際経済を含む。） 2 3 4 2
哲学入門 2 3 4 2
宗教学入門 2 3 4 2
心理学概説 2 3 4 2

⃝教職関連部門は、教職の資格登録を行っている者のみ履修することができる。
⃝修得単位は、第Ⅲ類科目として認定する。
⃝教職の履修については、教職ガイダンス・資格要項にて確認すること。
⃝履修制限単位（キャップ制）に含む。
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度

　P
65
）

探究実証系　文学部　日本文学科

① 構造的知識（総論）：日本語学・日本文学の学問領域を理解し、また日本語
日本文学の発生から現在までの歴史的展開を理解しその特徴を説明できる。

② 構造的知識（各論）：日本語日本文学の専門分野に関する知識を有し説明で
きる。

③ 読解力：日本の古代から現代までの書き言葉・話し言葉で表現された言説の
内容を客観的に理解し解釈できる。

④ 情報リテラシー：日本語日本文学の分析・解釈を行う上で必要となる情報を
収集し活用することができる。

日本文学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人とな
る」を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するため
に、日本文学科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学
生に学位を授与します。

⑤ 批判的創造的思考力：日本語日本文学の事象に問題意識を持ち、その
本質を洞察することができる。

⑥ 文章作成力：自らの考えを適切な語彙を用いて論理的に文章化できる。
⑦ 口頭伝達力：相手の話を的確に聞き取り、自分の考えや意見を相手に
明確に伝えることができる。

⑧ 共同研究への参画：共同研究やグループワークにおいて有効な役割
を担い、参加しようとする意欲、姿勢を有している。

⑨ 生涯学習に対する基盤と能力：生涯学び続けていくための問題意識
を有している。また、地域や社会が抱える課題への持続的な関心と
ともに、その課題を積極的に解決するための技能を身につけようと
する意欲を持っている。

⑩ 異文化・他者の尊重と理解：異文化や異質な存在を謙虚に理解し尊
重する態度を有している。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

日本文化総論

日本文学総論

日本語学総論

カルチュラルスタディーズ総論

基礎日本文学A

基礎日本文学B

基礎日本文学C

基礎日本文学D

基礎日本語A

基礎日本語B

基礎日本語C

基礎日本語D

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

日本文学課題研究Ⅰ 日本文学課題研究Ⅱ 日本文学課題研究Ⅳ日本文学課題研究Ⅲ基礎ゼミナールⅠ

文化人類学

表現文化論

宗教文化論

哲学・思想基礎論

基礎ゼミナールⅡ 基礎ゼミナールⅢ 基礎ゼミナールⅣ

近代文学系

古典文学系

日本語学系

日本文化系

近代文学研究D

古典文学研究D

漢文学Ⅱ

言語学研究B

日本語学研究D

詩歌研究B

書道史Ⅱ

書道Ⅱ

近代文学研究C

古典文学研究C

漢文学Ⅰ

言語学研究A

日本語学研究C

詩歌研究A

書道史Ⅰ

書道Ⅰ

近代文学研究 F

近代文学研究B

古典文学研究 F

古典文学研究B

日本語学研究B

音声学研究B

書写技術研究B

書道文化研究B

仏教文学B

近代文学研究E

近代文学研究A

古典文学研究E

古典文学研究A

日本語学研究A

音声学研究A

書写技術研究Ａ

書道文化研究A

仏教文学A

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

1 年 次
大学生としての基礎教養を身につける

2 年 次
専攻する専門科目の基礎を学ぶ

3 年 次
テーマをしぼり調査・資料収集

4 年 次
各自の設定したテーマで卒業論文を作成

日本文学・日本語学総合 日本文学系

日本語学課題研究Ⅰ 日本語学課題研究Ⅱ 日本語学課題研究Ⅳ日本語学課題研究Ⅲ

日本語学系

専門発展2～4年
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第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

日
本
文
学
科

探
究
実
証
系

第Ⅱ類科目　文学部　日本文学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

基礎ゼミナールⅠ 1 2

 4 科目 8 単位必修
基礎ゼミナールⅡ 1 2
基礎ゼミナールⅢ 2 2
基礎ゼミナールⅣ 2 2
日本文化総論 1 2

 3 科目 6 単位必修

日本文学総論 1 2
日本語学総論 1 2
哲学・思想基礎論 1 2
宗教文化論 1 2
カルチュラルスタディーズ総論 1 2
文化人類学 1 2
表現文化論 1 2

専 門 部 門

基礎日本文学Ａ 1 2 2
基礎日本文学Ｂ 1 2 2
基礎日本文学Ｃ 1 2 2
基礎日本文学Ｄ 1 2 2
基礎日本語Ａ 1 2 2
基礎日本語Ｂ 1 2 2
基礎日本語Ｃ 1 2 2
基礎日本語Ｄ 1 2 2
古典文学研究Ａ 2 3 2
古典文学研究Ｂ 2 3 2
古典文学研究Ｃ 2 3 2
古典文学研究Ｄ 2 3 2
古典文学研究Ｅ 2 3 2
古典文学研究Ｆ 2 3 2
古典文学研究Ｇ 2 3 2
古典文学研究Ｈ 2 3 2
詩歌研究Ａ 2 3 2
詩歌研究Ｂ 2 3 2
近代文学研究Ａ 2 3 2
近代文学研究Ｂ 2 3 2
近代文学研究Ｃ 2 3 2
近代文学研究Ｄ 2 3 2
近代文学研究Ｅ 2 3 2
近代文学研究Ｆ 2 3 2
日本語学研究Ａ 2 3 2
日本語学研究Ｂ 2 3 2
日本語学研究Ｃ 2 3 2
日本語学研究Ｄ 2 3 2
音声学研究Ａ 2 3 2
音声学研究Ｂ 2 3 2
言語学研究Ａ 2 3 2
言語学研究Ｂ 2 3 2
仏教文学Ａ 2 3 2
仏教文学Ｂ 2 3 2
漢文学Ⅰ 2 3 2
漢文学Ⅱ 2 3 2
書写技術研究Ａ 2 3 2
書写技術研究Ｂ 2 3 2
書道Ⅰ 2 3 2
書道Ⅱ 2 3 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

専 門 部 門

書道史Ⅰ 2 3 2
書道史Ⅱ 2 3 2
書道文化研究Ａ 2 3 2
書道文化研究Ｂ 2 3 2
日本文学課題研究Ⅰ 3 2

 4 科目 8 単位必修

日本文学課題研究Ⅱ 3 2
日本文学課題研究Ⅲ 4 2
日本文学課題研究Ⅳ 4 2
日本語学課題研究Ⅰ 3 2
日本語学課題研究Ⅱ 3 2
日本語学課題研究Ⅲ 4 2
日本語学課題研究Ⅳ 4 2

卒 業 論 文 卒業論文 4 8 　 8 単位選択必修

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。
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歴
史
学
科

日
本
史
コ
ー
ス

（
2019
年
度

　P
68
ー
69
）

日本古代史特講A

日本近世史特講A

日本中世史特講A

日本近代史特講A

日本古代史特講B

日本近世史特講B

日本中世史特講B

日本近代史特講B

日本史概説

日本文化史A

歴史学入門

日本の歴史書

仏教と歴史

地域の歴史

※他分野の特講は必要に応じて選択

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

応用研究A 応用研究B

第Ⅰ類科目

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

探究実証系　文学部　歴史学科　日本史コース

① 歴史についての幅広い知的好奇心をそなえ、専門的かつ広範な知識を身
につけている。

② 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の実証的な研究方法を身につけて
いる。

歴史学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、歴史学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 自らの学びの対象として設定した問題について、日本史学、東洋史学、文
化財・考古学のいずれかの領域の研究方法を通じて解決することができる。

④ 自らが学んだ知識や経験にもとづく考察を、客観的に口頭や文章で表
現することができる。

⑤ 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の多様な学びを通じて、社会人
としての責任や役割を主体的に果たそうとする姿勢を身につけている。

⑥ 自らが学んだ領域を活かして、地域社会（コミュニティ）が抱える
課題を他者と協働しながら解決しようとする意欲を有している。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

美術工芸史概説

自 然 地 理 学 A

地 誌 学

キリスト教文化史

考 古 学 概 説

中国の歴史書

文化財の見方

民 俗 学 概 論

基礎資料学
日本史テーマ研究A

日本史テーマ研究B

日本史テーマ研究C

日本史テーマ研究D

古文書講読A

古記録講読A

古文書講読B

古記録講読B

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ 専門演習A 専門演習B

日本古代史基礎研究A

日本中世史基礎研究A

日本近世史基礎研究A

日本近代史基礎研究A

日本古代史基礎研究B

日本中世史基礎研究B

日本近世史基礎研究B

日本近代史基礎研究B

東洋史特講

先史学特講

工芸史特講

美術史特講

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

基礎ゼミナールⅡ東 洋 史 概 説

環 境 と 歴 史

民 族 と 歴 史

歴 史 地 理 学

西 洋 史 概 説

世界の歴史遺産

人文地理学 A

東 洋 文 化 史

専門的知識 日本史系

東洋史系
文化財・考古学系

ゼ　ミ

広範な知識

日本史研究の教養を身につける 時代に合わせた基礎的な研究方法を学ぶ 研究の方向を決定しそのための知識と技術を身につける 各自の研究テーマを決定し、精査・研究を行う

第Ⅱ類科目

考古学特講 文化財特講
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卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

応用研究A 応用研究B

探究実証系　文学部　歴史学科　東洋史コース

① 歴史についての幅広い知的好奇心をそなえ、専門的かつ広範な知識を身
につけている。

② 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の実証的な研究方法を身につけて
いる。

歴史学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、歴史学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 自らの学びの対象として設定した問題について、日本史学、東洋史学、文
化財・考古学のいずれかの領域の研究方法を通じて解決することができる。

④ 自らが学んだ知識や経験にもとづく考察を、客観的に口頭や文章で表
現することができる。

⑤ 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の多様な学びを通じて、社会人
としての責任や役割を主体的に果たそうとする姿勢を身につけている。

⑥ 自らが学んだ領域を活かして、地域社会（コミュニティ）が抱える
課題を他者と協働しながら解決しようとする意欲を有している。

ディプロマポリシー 知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

※他分野の特講を必要に応じて選択

専門的知識

中国の歴史書 東洋文化史

ゼミ

基礎ゼミナールⅠ

基礎ゼミナールⅡ

基礎資料学 東洋文献講読A 東洋史テーマ研究A 東洋史テーマ研究B東洋文献講読B

東洋史基礎研究A

東洋史基礎研究B

東洋史基礎研究C

東洋史基礎研究D

専門演習A 専門演習B

東洋史特講A

東洋史特講B

東洋史特講C

東洋史特講D

東洋史概説 歴史学入門

広範な知識

民族と歴史

世界の歴史遺産

仏教と歴史

地域の歴史

環境と歴史

　

日本古代史特講

日本中世史特講

日本近世史特講

日本近代史特講

先史学特講

考古学特講

美術史特講

工芸史特講

文化財特講

地誌学

キリスト教文化史

西洋史概説

美術史工芸史概説

人文地理学A

歴史地理学

考古学概説

日本史概説

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

1 年 次
東洋史の基礎的な流れと知識を修得する

2 年 次
史料・資料の読解力の向上をめざす

3 年 次
研究の方向を決定しそのための知識と技術を身につける

4 年 次
卒業論文に向けた各自のテーマを設定する

※他分野の特講は必要に応じて選択

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

歴
史
学
科

東
洋
史
コ
ー
ス
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　念
校

（
2019
年
度

　P
71
）

トランジション1
（高校から大学へ）

知の加工術1
（情報リテラシー入門）

知の加工術2
（文章表現入門）

IBE1（英語）

問いの探究1
（生命・健康・福祉・ケア）

トランジション2
（大正大学入門）

知の加工術3
（論理的思考）

IBE2（英語）

問いの探究2
（コミュニティと共生）

トランジション3
（社会と生活）

知の加工術4
（文章表現演習）

知の加工術5
（情報リテラシー演習）

IBE3（英語）

問いの探究3
（グローバル・イシュー）

トランジション4
（大学から社会へ）

IBE4（英語）

問いの探究4
（エッセイ）

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

応用研究A 応用研究B

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

文化財（美術史・工芸史）

美術工芸史概説 美術史基礎研究

美術工芸史実習

工芸史基礎研究 工芸史特講 美術史特講

考古学

考古学概説 考古学実習A

考古学基礎研究

考古学実習B

先史学基礎研究

先史学特講 考古学特講

共　通

基礎ゼミナールⅠ

文化財の見方

基礎ゼミナールⅡ

基礎資料学 文化財文献講読

探究実証系　文学部　歴史学科　文化財・考古学コース

① 歴史についての幅広い知的好奇心をそなえ、専門的かつ広範な知識を身
につけている。

② 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の実証的な研究方法を身につけて
いる。

歴史学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」を、
生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、歴史学科
の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授与しま
す。

③ 自らの学びの対象として設定した問題について、日本史学、東洋史学、文
化財・考古学のいずれかの領域の研究方法を通じて解決することができる。

④ 自らが学んだ知識や経験にもとづく考察を、客観的に口頭や文章で表
現することができる。

⑤ 日本史学、東洋史学、文化財・考古学の多様な学びを通じて、社会人
としての責任や役割を主体的に果たそうとする姿勢を身につけている。

⑥ 自らが学んだ領域を活かして、地域社会（コミュニティ）が抱える
課題を他者と協働しながら解決しようとする意欲を有している。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

1 年 次
文化財・考古学の概要を理解する

2 年 次
文化財・考古学について理解を深める

3 年 次
専攻分野を選び研究の第一歩を踏み出す

4 年 次
調査、研究を行い、卒業論文にまとめる

広範な知識

歴史学入門

仏教と歴史

地域の歴史

環境と歴史

世界の歴史遺産

民族と歴史

民俗学概論

日本古代史特講

日本近世史特講

東洋史特講

日本中世史特講

日本近代史特講

人文地理学A

自然地理学A

地誌学

西洋史概説

キリスト教文化史

歴史地理学

専門演習A

文化財特講

文化財保存科学研究A

専門演習B

文化財保存科学研究B

探
究
実
証
系

第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

歴
史
学
科

文
化
財
・
考
古
学
コ
ー
ス
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第
Ⅱ
類
科
目

文
学
部  

歴
史
学
科

探
究
実
証
系

第Ⅱ類科目　文学部　歴史学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

基礎ゼミナールⅠ 1 2

 4 科目 8 単位必修基礎ゼミナールⅡ 1 2
基礎資料学 1 2
歴史学入門 1 2
仏教と歴史 1 2 2

 ※12単位以上

地域の歴史 1 2 2
環境と歴史 1 2 2
世界の歴史遺産 1 2 2
民族と歴史 1 2 2
人文地理学Ａ 1 2 2
歴史地理学 1 2 2

分 野 別
基 礎 部 門

日

本

史

系

日本史概説 1 2 4
日本文化史Ａ 1 2 2
日本の歴史書 1 2 2
古記録講読Ａ 2 2  注 1古記録講読Ｂ 2 2
古文書講読Ａ 2 2  注 2古文書講読Ｂ 2 2
日本古代史基礎研究Ａ 2 2
日本古代史基礎研究Ｂ 2 2
日本中世史基礎研究Ａ 2 2
日本中世史基礎研究Ｂ 2 2
日本近世史基礎研究Ａ 2 2
日本近世史基礎研究Ｂ 2 2
日本近代史基礎研究Ａ 2 2
日本近代史基礎研究Ｂ 2 2

東

洋

史

系

東洋史概説 1 2 4
東洋文化史 1 2 2 　　　 	※所属コースの科目を

	 　中心に24単位以上中国の歴史書 1 2 2
東洋文献講読Ａ 1 2  注 3東洋文献講読Ｂ 2 2
東洋史基礎研究Ａ 2 2
東洋史基礎研究Ｂ 2 2
東洋史基礎研究Ｃ 2 2
東洋史基礎研究Ｄ 2 2

文
化
財
・
考
古
学
系

考古学概説 1 2 4
美術工芸史概説 1 2 4
文化財の見方 1 2 2
文化財文献講読 2 2
先史学基礎研究 2 2
考古学基礎研究 2 2
美術史基礎研究 2 2
工芸史基礎研究 2 2
考古学実習Ａ 2 1
考古学実習Ｂ 2 1
美術工芸史実習 2 1

応 用 部 門

日
本
史
系

日本古代史特講Ａ 3 4 2

 	※所属コースの科目を中心に
	 　14単位以上

日本古代史特講Ｂ 3 4 2
日本中世史特講Ａ 3 4 2
日本中世史特講Ｂ 3 4 2
日本近世史特講Ａ 3 4 2
日本近世史特講Ｂ 3 4 2
日本近代史特講Ａ 3 4 2
日本近代史特講Ｂ 3 4 2
日本史テーマ研究Ａ 3 2
日本史テーマ研究Ｂ 3 2
日本史テーマ研究Ｃ 3 2
日本史テーマ研究Ｄ 3 2

東
洋
史
系

東洋史特講Ａ 3 4 2
東洋史特講Ｂ 3 4 2
東洋史特講Ｃ 3 4 2
東洋史特講Ｄ 3 4 2
東洋史テーマ研究Ａ 3 2
東洋史テーマ研究Ｂ 3 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

応 用 部 門

文
化
財
・
考
古
学
系

先史学特講 3 4 2

 	※所属コースの科目を中心に
	 　14単位以上

考古学特講 3 4 2
美術史特講 3 4 2
工芸史特講 3 4 2
文化財特講 3 4 2
文化財保存科学研究Ａ 3 2
文化財保存科学研究Ｂ 3 2

関 連 資 格 部 門

西洋史概説 1 2 4

　　　　  ※ 4 単位以上

民俗学概論 1 2 2
人文地理学Ｂ 2 2
自然地理学Ａ 2 2
自然地理学Ｂ 2 2
地誌学 2 2
キリスト教文化史 2 2
博物館概論 1 2 2
博物館資料論 2 2
博物館経営論 2 2
博物館資料保存論 2 2
博物館展示論 2 2
博物館情報・メディア論 2 2
博物館教育論 2 2
博物館実習Ⅰ−Ａ 3 1

 注 4博物館実習Ⅰ−Ｂ 3 1
博物館実習Ⅰ−Ｃ 3 2
博物館実習Ⅱ 4 2

専 門 研 究 部 門
専門演習Ａ 3 2  4 単位必修専門演習Ｂ 3 2
応用研究Ａ 4 2  4 単位必修応用研究Ｂ 4 2

卒 業 論 文 卒業論文 4 8 8 単位必修 

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計98単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目（必修科目以外の第Ⅰ類科目及び第Ⅲ類科目）から充当することができる。

1 ．※印の単位数は「必修」ではなく、「履修することが強く望まれる単位数」を示す。
2 ．東洋史コースの学生は、世界の言語（中国語）を修得することを望む。
3 ．専門演習の履修は学科の指導に従うこと。

注 1 ．古記録講読Aを優先履修すること。
注 2 ．古文書講読Aを優先履修すること。
注 3 ．東洋文献講読Aを優先履修すること。
注 4 ．以下の科目は順次履修すること（先修制科目）。
　　　博物館実習Ⅰ−A　→　博物館実習Ⅰ−B（またはⅠ−C）　→　博物館実習Ⅱ
　　　（博物館実習Ⅰ−A・Ⅰ−Bは、同一内容・同一教員を重ねて履修できない）

教職科目
部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教職関連部門

法律学概論（国際法を含む。） 2 3 4 2

教職資格登録者のみ履修可

政治学概論（国際政治を含む。） 2 3 4 2
社会学入門 2 3 4 4
経済学概論（国際経済を含む。） 2 3 4 2
哲学入門 2 3 4 2
現代倫理学 2 3 4 2
宗教学入門 2 3 4 2

⃝教職関連部門は、教職の資格登録を行っている者のみ履修することができる。
⃝修得単位は、第Ⅲ類科目として認定する。
⃝教職の履修については、教職ガイダンス・資格要項にて確認すること。
⃝履修制限単位（キャップ制）に含む。



仏 教 学 部

心理社会学部

文 学 部

仏 教 学 部

心理社会学部

文 学 部

免許状や資格を取得するためには、卒業要件とは別に、法律や認定団体が定める規定に従って本学で開
講している教職・諸資格取得に関する科目の単位を修得しなければならない。

教職・諸資格に関する科目の一部は、第Ⅲ類科目として位置づけ、学則に定める範囲で卒業単位として
認定することができる。（詳細は、ガイダンスや教職支援センターで確認すること。）

地域との連帯を模索し、社会貢献に資する人材を育成する科目である。
人と人、人と地域、人と社会のつながりや関係性を知り、地域社会に貢献する方法を学び、さらにサー
ビスラーニングを通して具体的な地域の課題を発見し、それを地域の人々とともに共有し解決できる能
力を養うことを目的としている。
なお、サービスラーニングの学びの場は本学の所在する豊島区巣鴨地域が中心となる。

卒業後の進路や就職など、学生個々のキャリア形成を支援する科目である。
社会や産業界の現状を知り、社会は何を求めているのか、そして自分自身がどのような職業を選ぶのか、
そのためには何が必要なのか等、自分のキャリアについて主体的に考えていくことを目的としている。
講義では、様々な分野で活躍する方々から話を聞いたり、ワークショップやインターンシップを通した
ことにより、キャリアビジョンの獲得を目指す。

個人の研鑽を目的として、自主的に体験学習したことを単位として認定する科目である。授業によっては、
計画書と報告書の提出が義務付けられるとともに、単位認定にあたって面接等が実施される場合がある。
特に、仏教研修・仏教フィールドワークは本学の建学の精神である仏教を体験する科目である。
仏教研修は本学の設立宗派の本山である、延暦寺・長谷寺・智積院・知恩院で、勤行・礼拝・瞑想など
を体験したり、僧侶の講話を聞いたりする。仏教フィールドワークは、奈良・京都などの寺院や文化財
を探訪し日本を代表する優れた仏教美術（仏像・仏画・寺院建築等）を実際に鑑賞し、現地の講師の講
義を受けることで、仏教文化の理解を深める。

第Ⅲ類科目の履修方法

第Ⅲ類科目は、教職・諸資格、社会・地域貢献、キャリア形成・自己研鑽に関する科目である。
各自の将来の目標や、専門の学びから視野を広げるために自由に履修計画を立てることができる。

ただし、卒業要件に必要な単位として認められる単位数には上限があるので、各学部学科の別表に記載されて
いる卒業要件を確認し、履修を計画すること。

（参考）
第Ⅰ類科目　学問への入門的方法を身につけることを目的とした科目
第Ⅱ類科目　所属学部の専門教育科目

●第Ⅲ類科目は、ガイダンスで指示のある科目以外は 2年次以降に履修する科目である。

1 ．教職・諸資格に関する科目

2．社会・地域貢献に関する科目

3．キャリア育成支援に関する科目

4．自己研鑽に関する科目

■資格の種類

教 職 課 程

司 書 教 諭

司 書

学 芸 員

僧 　 　 階

免許状

修了証　※教職課程と同時履修

資格証明書

資格証明書

※各宗派の履修指導に従うこと

日本語教員養成講座

社会教化者養成講座

浄土宗開教使養成講座

修了証

修了証、浄土宗の場合は任命書

修了証

養
成
講
座

第Ⅲ類科目

（
2019
年
度

　P
86
–
87
）
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第Ⅲ類科目一覧
 
科目分類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教
職
・
資
格
に
関
す
る
科
目

A群〈教職〉

教育基礎論 2 3 2 ※�教職・資格に関する科目（A
群～Ｅ群及びＫ、Ｌ群）の
履修については、学科及び、
資格によって異なる

現代教職論 1 2 3 2
教育制度論 2 3 2
学習・発達論 2 3 2
特別支援教育論 2 3 1
教育課程論Ⅰ 2 3 2
教育課程論Ⅱ 2 3 2
道徳教育の指導法 2 3 2
総合的な学習の時間及び特別活動の指導法 2 3 2
教育方法論 2 3 2
生徒・進路指導論 2 3 2
教育相談 2 3 2
教育・現場体験 2 3 2
スクールソーシャルワーク論 2 3 2
教育実習Ａ（中） 3 4 5
教育実習Ｂ（高） 3 4 3
教育実践実習（中・高） 4 2
日本国憲法 2 3 2
体育 2 3 2
社会・地歴科教育法Ⅰ 2 3 2
社会・地歴科教育法Ⅱ 2 3 2
社会・公民科教育法Ⅰ 2 3 2
社会・公民科教育法Ⅱ 2 3 2
宗教科教育法Ⅰ 2 3 2
宗教科教育法Ⅱ 2 3 2
宗教科教育法Ⅲ 2 3 2
宗教科教育法Ⅳ 2 3 2
英語科教育法Ⅰ 2 3 2
英語科教育法Ⅱ 2 3 2
英語科教育法Ⅲ 2 3 2
英語科教育法Ⅳ 2 3 2
国語科教育法Ⅰ 2 3 2
国語科教育法Ⅱ 2 3 2
国語科教育法Ⅲ 2 3 2
国語科教育法Ⅳ 2 3 2
書道科教育法Ⅰ 2 3 2
書道科教育法Ⅱ 2 3 2

次頁に続く

科目分類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教
職
・
資
格
に
関
す
る
科
目

B群〈学芸員〉

生涯学習概論 2 3 4 ※�教職・資格に関する科目（A
群～Ｅ群及びＫ、Ｌ群）の
履修については、学科及び、
資格によって異なる

博物館概論 2 3 2
博物館資料論 2 3 2
博物館資料保存論 2 3 2
博物館展示論 2 3 2
博物館経営論 2 3 2
博物館情報・メディア論 2 3 4 2
博物館教育論 2 3 4 2
仏教と歴史 2 3 4 2
日本の歴史書 2 3 4 2
中国の歴史書 2 3 4 2
東洋文化史 2 3 4 2
仏教文化伝統研究 2 3 4 2
仏教美術研究Ａ 2 3 4 2
仏教美術研究Ｂ 2 3 4 2
仏教美術研究Ｃ 2 3 4 2
伝統民俗を活かす教育 2 3 4 2
民俗学概論 2 3 4 2
歴史地理学 2 3 4 2
美術工芸史概説 2 3 4 4
考古学概説 2 3 4 4
博物館実習Ⅰ−Ａ 3 1
博物館実習Ⅰ−Ｂ 3 1
博物館実習Ⅰ−Ｃ 3 2
博物館実習Ⅱ 4 2

C群〈司書〉

生涯学習概論 2 3 4 4
図書館概論 2 3 4 2
図書館情報技術論 2 3 4 2
図書館制度・経営論 2 3 4 2
図書館サービス概論 2 3 4 2
情報サービス論 2 3 4 2
情報サービス演習Ａ 2 3 4 2
情報サービス演習Ｂ 2 3 4 2
図書館情報資源概論 2 3 4 2
情報資源組織論 2 3 4 2
情報資源組織演習Ａ 2 3 4 2
情報資源組織演習Ｂ 2 3 4 2
児童サービス論 2 3 4 2
図書・図書館史 2 3 4 1
図書館サービス特論 2 3 4 1
図書館情報資源特論 2 3 4 1
図書館施設論 2 3 4 1

D群〈司書教諭〉

学校経営と学校図書館 2 3 4 2
学校図書館メディアの構成 2 3 4 2
学習指導と学校図書館 2 3 4 2
読書と豊かな人間性 2 3 4 2
情報メディアの活用 2 3 4 2

次頁に続く
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科目分類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

教
職
・
資
格
に
関
す
る
科
目

Ｅ群
〈日本語教員養成〉

英語表現論 2 3 4 2 ※�教職・資格に関する科目（A
群～Ｅ群及びＫ、Ｌ群）の
履修については、学科及び、
資格によって異なる

Workshop（異文化の理解）Ⅰ-Ａ 2 3 4 2
Workshop（異文化の理解）Ⅰ-Ｂ 2 3 4 2
Workshop（異文化の理解）Ⅰ-Ｃ 2 3 4 2
キャリア英語表現Ⅰ 2 3 4 2
基礎日本文学Ａ 2 3 4 2
基礎日本文学Ｂ 2 3 4 2
基礎日本文学Ｃ 2 3 4 2
基礎日本文学Ｄ 2 3 4 2
基礎日本語Ａ 2 3 4 2
基礎日本語Ｂ 2 3 4 2
基礎日本語Ｃ 2 3 4 2
基礎日本語Ｄ 2 3 4 2
日本語学研究Ａ 2 3 4 2
日本語学研究Ｂ 2 3 4 2
日本語学研究Ｃ 2 3 4 2
日本語学研究Ｄ 2 3 4 2
音声学研究Ａ 2 3 4 2
音声学研究Ｂ 2 3 4 2
言語学研究Ａ 2 3 4 2
言語学研究Ｂ 2 3 4 2
日本語学研究Ｅ（語彙・意味） 2 3 4 2
日本語学研究Ｆ（社会言語学） 2 3 4 2
日本語学研究Ｇ（対照言語学） 2 3 4 2
日本語教育研究Ａ（教授法概論） 2 3 4 4
日本語教育研究Ｂ（段階別教授法） 2 3 4 4
日本語教育研究Ｃ（教材・教具） 2 3 4 4
心理学概説 2 3 4 2
学習・発達論 2 3 4 2
情報メディアの活用 2 3 4 2
日本語教育実習 2 3 4 1

Ｆ群
（社会・地域貢献に

関する科目）

豊島学Ａ 1 2 3 4 2
豊島学Ｂ 1 2 3 4 2
社会貢献論 1 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅰ 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅱ 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅲ 2 3 4 2
サービスラーニングⅠ-Ａ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｂ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｃ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｄ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ａ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｂ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｃ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｄ 1 2 3 4 2～4

Ｇ群
（キャリア育成支援に

関する科目）

キャリア育成特設講座Ａ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｂ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｃ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｄ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｅ 1 2 3 4 2
ビジネスベーシック実践論Ⅰ 1 2
ビジネスベーシック実践論Ⅱ-Ⅰ 2 2
ビジネスベーシック実践論Ⅱ-Ⅱ 2 2
ビジネスベーシック実践論Ⅲ 3 4
インターンシップ 1 2 3 4 1～8
ワークショップ 1 2 3 4 2～4

次頁に続く

科目分類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

Ｈ群
（自己研鑽に関する科目）

プロジェクト研究 1 2 3 4 2～8
フィールドワーク 1 2 3 4 1～8
ボランティア 1 2 3 4 2～8
仏教研修 1 2 3 4 2
仏教フィールドワーク 1 2 3 4 2
語学研修英会話 1 2 3 4 2
語学研修ドイツ語会話 1 2 3 4 2
語学研修中国語会話 1 2 3 4 2
語学研修韓国語会話 1 2 3 4 2
アメリカ文化論 1 2 3 4 2
ドイツ文化論 1 2 3 4 2
中国文化論 1 2 3 4 2
韓国文化論 1 2 3 4 2

Ｉ群
(スポーツマネジメント科目)

スポーツ救急処置論 1 2

 履修対象者は別に指定する

スポーツ社会学 1 2
スポーツ経営管理論 2 2
スポーツ栄養学 2 2
スポーツマネジメント論Ａ 2 2
スポーツマネジメント論Ｂ 3 2
スポーツコーチング論 3 2
地域スポーツ政策論Ａ 2 2
地域スポーツ政策論Ｂ 3 2
地域スポーツ政策論Ｃ 3 2

Ｊ群
（留学生科目）

日本語研究Ａ 1 2 3 4 2

 留学生のみ履修可能

日本語研究Ｂ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｃ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｄ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｅ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｆ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｇ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｈ 1 2 3 4 2
日本語研究Ⅰ 1 2 3 4 2
日本語文化研究 1 2 3 4 2

教
職
・
資
格
に
関
す
る
科
目

Ｋ群
（社会福祉主事）

社会福祉概説Ⅰ 1 2 3 4 2 ※�教職・資格に関する科目（A
群～Ｅ群及びＫ、Ｌ群）の
履修については、学科及び、
資格によって異なる

社会福祉概説Ⅱ 1 2 3 4 2
社会福祉方法論Ⅰ 1 2 3 4 2
社会福祉方法論Ⅱ 1 2 3 4 2
基礎法学 1 2 3 4 2
心理学概説 1 2 3 4 2
社会学概論 1 2 3 4 2

L群
（児童指導員）

社会福祉概説Ⅰ 1 2 3 4 2
社会福祉概説Ⅱ 1 2 3 4 2
社会福祉方法論Ⅰ 1 2 3 4 2
社会福祉方法論Ⅱ 1 2 3 4 2
児童福祉概論 1 2 3 4 2
基礎法学 1 2 3 4 2
教育原理 1 2 3 4 2
児童心理 1 2 3 4 2
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第Ⅰ類科目　【 3 学部共通】（社会共生学部・表現学部・地域創生学部）　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位数又は時間数 備　考必修 選択 自由

人　間

人間の探究Ａ－Ⅰ（哲学する人間） 1 2

 6 単位選択必修

人間の探究Ａ－Ⅱ（哲学する人間） 1 2
人間の探究Ａ－Ⅲ（哲学する人間） 1 2
人間の探究Ｂ－Ⅰ（学び方とリベラルアーツ） 1 2
人間の探究Ｂ－Ⅱ（学び方とリベラルアーツ） 1 2
人間の探究Ｂ－Ⅲ（学び方とリベラルアーツ） 1 2
人間の探究Ｃ－Ⅰ（幸福についての人生論） 1 2
人間の探究Ｃ－Ⅱ（幸福についての人生論） 1 2
人間の探究Ｃ－Ⅲ（幸福についての人生論） 1 2
人間の探究Ｄ－Ⅰ（仏教的な生き方に学ぶ） 1 2
人間の探究Ｄ－Ⅱ（仏教的な生き方に学ぶ） 1 2
人間の探究Ｄ－Ⅲ（仏教的な生き方に学ぶ） 1 2
人間の探究Ｅ－Ⅰ（文学にみる近代） 1 2
人間の探究Ｅ－Ⅱ（文学にみる近代） 1 2
人間の探究Ｅ－Ⅲ（文学にみる近代） 1 2
人間の探究Ｆ－Ⅰ（現代アートの人間学） 1 2
人間の探究Ｆ－Ⅱ（現代アートの人間学） 1 2
人間の探究Ｆ－Ⅲ（現代アートの人間学） 1 2

社　会

社会の探究Ａ－Ⅰ（共生社会） 1 2

 6 単位選択必修

社会の探究Ａ－Ⅱ（共生社会） 1 2
社会の探究Ａ－Ⅲ（共生社会） 1 2
社会の探究Ｂ－Ⅰ（超スマート社会の光と影） 1 2
社会の探究Ｂ－Ⅱ（超スマート社会の光と影） 1 2
社会の探究Ｂ－Ⅲ（超スマート社会の光と影） 1 2
社会の探究Ｃ－Ⅰ（近代を問い直す） 1 2
社会の探究Ｃ－Ⅱ（近代を問い直す） 1 2
社会の探究Ｃ－Ⅲ（近代を問い直す） 1 2
社会の探究Ｄ－Ⅰ（社会の課題を解決する力） 1 2
社会の探究Ｄ－Ⅱ（社会の課題を解決する力） 1 2
社会の探究Ｄ－Ⅲ（社会の課題を解決する力） 1 2
社会の探究Ｅ－Ⅰ（ソーシャルメディアの言語技術） 1 2
社会の探究Ｅ－Ⅱ（ソーシャルメディアの言語技術） 1 2
社会の探究Ｅ－Ⅲ（ソーシャルメディアの言語技術） 1 2

自　然

自然の探究Ａ－Ⅰ（地球サスティナビリティ） 1 2

 6 単位選択必修

自然の探究Ａ－Ⅱ（地球サスティナビリティ） 1 2
自然の探究Ａ－Ⅲ（地球サスティナビリティ） 1 2
自然の探究Ｂ－Ⅰ（グリーンインフラ論） 1 2
自然の探究Ｂ－Ⅱ（グリーンインフラ論） 1 2
自然の探究Ｂ－Ⅲ（グリーンインフラ論） 1 2

学　際
学融合の実践学Ⅰ（解決力と決断力） 3 2

 6 単位必修学融合の実践学Ⅱ（解決力と決断力） 4 2
学融合の実践学Ⅲ（解決力と決断力） 4 2

次頁に続く

① 主体的学習態度

自ら進んで学習しようとする態度を持つ

② 知識理解力

現代社会、地域の抱える課題を理解し受け止める

③ 自己管理力・キャリア意識

将来を見定め、力強く生きていこうとする

④ 対人力

他者を活かす力を持ち、共生を目指そうとする

⑤ 課題解決力

自ら進んで地域の課題を発見し、他者と協力して解決する

⑥ チャレンジ精神

新しい価値創造を目指す

⑦ 地域密着力

巣鴨を自らの学びと他者との共生の場としようとする

〈社会創造系〉
第Ⅰ類科目 教育目標

  



社会創造系

社会共生学部
公共政策学科
社会福祉学科

1．基礎ゼミナール

1年生を対象とした学科ごとのゼミナール。所属学科の学修内容
のオリエンテーションをはじめ、専門課程の学修方法について学
ぶ。担当教員は、クラスの学生の学修全般、生活も気にかけてい
るので、何事についても気軽に相談してほしい。

2．学科の基礎・分野・方法研究

学科によって基礎科目、分野科目、方法研究科目などに分類され
ており、履修要件が異なるが、いずれも2・3年次以降の専門研
究・専門ゼミナール、4年次の卒業論文・卒業研究に発展してい
くための科目群である。学科の教員の指導を受けながら学修希望
に即した科目を選択していく。

3．専門ゼミナール、卒業論文・卒業研究

3・4年次では、学科の学修内容の特色が明確になってくると同
時に、授業の形態・方法も多様なものになってくる。学内外にお
ける実習、フィールドワーク等が行われる学科もある。
また、卒業論文・卒業研究は、大学で学んだ学問に向きあう集大
成である。よりよい成果があげられるよう、1年生のうちから十
分な基礎学修を積み上げていくことが大切である。
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部　門 授業科目の名称 履修年次 単位数又は時間数 備　考必修 選択 自由

キー・ 
コンピテンシー 

ゼミナール

データサイエンスⅠ 1 1

 6 単位必修◆

データサイエンスⅡ 1 1
データサイエンスⅢ 1 1
データサイエンスⅣ 2 1
データサイエンスⅤ 2 1
データサイエンスⅥ 2 1
コミュニケーションⅠ 3 1

 3 単位必修◆コミュニケーションⅡ 3 1
コミュニケーションⅢ 3 1
英語Ⅰ 1 1

 3 単位選択必修◆

英語Ⅱ 1 1
英語Ⅲ 1 1
中国語Ⅰ 1 1
中国語Ⅱ 1 1
中国語Ⅲ 1 1
フランス語Ⅰ 1 1
フランス語Ⅱ 1 1
フランス語Ⅲ 1 1

※社会共生学部公共政策学科、表現学部、地域創生学部は、第Ⅰ類科目全体で計36単位修得するものとする。

◆社会共生学部社会福祉学科においては、キー・コンピテンシーゼミナール部門は自由選択科目とする。
　第Ⅰ類科目全体で計26単位修得するものとする。
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第Ⅰ類科目

学部共通部門

第Ⅱ類科目

基礎部門

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅰ・Ⅱ

社会の探究Ａ～E－Ⅰ・Ⅱ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅰ・Ⅱ

データサイエンスⅠ・Ⅱ

英語・中国語・フランス語Ⅰ・Ⅱ

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅲ

社会の探究Ａ～E－Ⅲ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅲ

データサイエンスⅢ

英語・中国語・フランス語Ⅲ

データサイエンスⅣ・Ⅴ データサイエンスⅥ

学融合の実践学Ⅱ・Ⅲ

コミュニケーションⅠ・Ⅱ コミュニケーションⅢ

学融合の実践学Ⅰ

社会共生論

社会学概論

公共政策原論

経済学概論

社会統計学

社会調査法

公共政策のための政治学

公共政策のための法律学

公共政策のための行政学

公共政策のための財政学

公共政策のための情報学

公共政策の基礎A（市民教育論）

公共政策の基礎B（過程論）

公共政策の基礎C（実践論）

公共政策の基礎D（分析・評価論）

公共政策の基礎E（合意形成論）

領域基礎部門
経済政策基礎論

労働政策基礎論

福祉政策基礎論

教育政策基礎論

環境政策基礎論

コミュニティ政策基礎論

観光政策基礎論

文化政策基礎論

医療政策論

文化とメンタルヘルス

スポーツ政策論

グローバルビジネス論

地域人材育成論

スポーツ振興論

ダイバーシティ・マネジメント論

労働経済論

地域振興論

スポーツツーリズム論

社会保障政策論

多文化共生社会論

地域包括ケア論

人間環境概論

環境法

環境社会学

環境教育論自然環境保全論

地球環境論

環境経済学

脱炭素社会論

観光資源論

観光プロモーション論

観光国際比較論観光産業論

文化資源論

観光まちづくり論

観光マーケティング論

生活基盤に
関連する科目

地域振興に
関連する科目

環境に
関連する科目

観光に
関連する科目

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

社
会
創
造
系

第
Ⅱ
類
科
目

社
会
共
生
学
部  

公
共
政
策
学
科

社会創造系　社会共生学部　公共政策学科

① 社会や地域が抱える公共政策上の諸課題を解決するための政策立案に関
する知識・教養を身につけている。

② 公共政策の分析や立案と実施に必要な政治学、社会学、経済学、法律学
等の基礎知識を論理的に理解している。

③ 得られた知識を社会や地域の課題解決の現場における実務・実践力へと
高めることができる。

公共政策学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」
を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、公共
政策学科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を
授与します。

知識・技能

④ 自らがテーマとした公共政策上の課題を解決するための方策につ
いて、政策学等の思考を基礎として、関連する学領域の研究手法
を用いて考察することができる。

⑤ 修得した専門科目が扱う手法を用いて、さまざまな公共政策上の
課題を発見、分析し、表現することができる。

⑥ 他者の意見を取り入れ、自らの考えを的確に表現、伝達できる能
力を身につけている。

⑦ 社会や地域において、民主的で自由な社会を支えるための公共政策上の
課題を解決するためのリーダー及びフォロワーとして、自身の役割を自
覚し、課題を積極的に解決しようとする姿勢を身につけている。

⑧ 学領域での学修で得た知識を活用し、公共的課題を解決するための多様
なニーズに応えようとしている。

⑨ 他者と共に目標を達成しようとすることの意義を理解し、コミュニケーショ
ンを通じて相互の理解や合意形成を実現しようとする姿勢が醸成されている。

思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

1 年 次
社会の仕組みや制度の概観を理論的に学びます

2 年 次
フィールドワーク等を通して実際の課題を発見、解決策を考えます

3 年 次
さまざまな分野を横断できる専門的な学びに取り組みます

4 年 次
自らの発見と学びを社会に還元・応用する力を身につけます

ゼミナール部門
基礎ゼミナールⅠ

基礎ゼミナールⅡ

課題研究ゼミナールⅢ基礎ゼミナールⅢ 専門ゼミナールⅢ

フィールドワークⅡ

実践部門
フィールドワークⅠ フィールドワークⅢ

海外フィールドワーク

課題研究ゼミナールⅠ

課題研究ゼミナールⅡ

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ
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第Ⅱ類科目　社会共生学部　公共政策学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

学部共通部門 社会共生論 1 2 2 1 科目 2 単位必修

基 礎 部 門

社会学概論 2 3 2

 4 科目 8 単位必修
経済学概論 2 3 2
社会統計学 2 3 2
社会調査法 2 3 2
公共政策のための政治学 2 3 2

 6 科目12単位以上
　選択必修

公共政策のための法律学 2 3 2
公共政策のための行政学 2 3 2
公共政策のための財政学 2 3 2
公共政策のための情報学 2 3 2
公共政策原論 2 3 2
公共政策の基礎Ａ（市民教育論） 2 3 2
公共政策の基礎Ｂ（過程論） 2 3 2
公共政策の基礎Ｃ（実践論） 2 3 2
公共政策の基礎Ｄ（分析・評価論） 2 3 2
公共政策の基礎Ｅ（合意形成論） 2 3 2

領域基礎部門

経済政策基礎論 2 3 2

 4 科目 8 単位以上
　選択必修

環境政策基礎論 2 3 2
福祉政策基礎論 2 3 2
観光政策基礎論 2 3 2
教育政策基礎論 2 3 2
コミュニティ政策基礎論 2 3 2
労働政策基礎論 2 3 2
文化政策基礎論 2 3 2

ゼミナール部門

基礎ゼミナールⅠ 1 2

 9 科目12単位
　必修

基礎ゼミナールⅡ 1 2
基礎ゼミナールⅢ 1 2
課題研究ゼミナールⅠ 2 1
課題研究ゼミナールⅡ 2 1
課題研究ゼミナールⅢ 2 1
専門ゼミナールⅠ 3 1
専門ゼミナールⅡ 3 1
専門ゼミナールⅢ 3 1

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

政策領域部門

ダイバーシティ・マネジメント論 2 3 4 2

 10科目20単位以上
　選択必修

社会保障政策論 2 3 4 2
医療政策論 2 3 4 2
労働経済論 2 3 4 2
地域振興論 2 3 4 2
地域包括ケア論 2 3 4 2
地域人材育成論 2 3 4 2
多文化共生社会論 2 3 4 2
スポーツ振興論 2 3 4 2
スポーツ政策論 2 3 4 2
文化資源論 2 3 4 2
文化とメンタルヘルス 2 3 4 2
グローバルビジネス論 2 3 4 2
人間環境概論 2 3 4 2
地球環境論 2 3 4 2
環境社会学 2 3 4 2
自然環境保全論 2 3 4 2
環境教育論 2 3 4 2
脱炭素社会論 2 3 4 2
環境経済学 2 3 4 2
環境法 2 3 4 2
観光資源論 2 3 4 2
観光まちづくり論 2 3 4 2
観光マーケティング論 2 3 4 2
観光産業論 2 3 4 2
観光国際比較論 2 3 4 2
スポーツツーリズム論 2 3 4 2
観光プロモーション論 2 3 4 2

実 践 部 門

フィールドワークⅠ 1 6
 3 科目18単位必修フィールドワークⅡ 2 6

フィールドワークⅢ 3 6
海外フィールドワーク 2 3 2

卒 業 研 究 卒業研究 4 8 必修

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は36単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計88単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目及び第Ⅲ類科目から充当することができる。
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共
生
学
部  

社
会
福
祉
学
科

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅰ・Ⅱ
社会の探究Ａ～E－Ⅰ・Ⅱ
自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅰ・Ⅱ
データサイエンスⅠ・Ⅱ

英語・中国語・フランス語Ⅰ・Ⅱ

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅲ
社会の探究Ａ～E－Ⅲ
自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅲ

学融合の実践学Ⅱ・Ⅲ学融合の実践学ⅠコミュニケーションⅠ・Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
仏教社会福祉論

社会共生論

基礎部門
社会福祉入門

基礎ゼミナールⅠ

ソーシャルワーク論Ⅰ

社会福祉原論Ⅰ

基礎ゼミナールⅡ

仏教社会福祉論

基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
仏教社会福祉論

専門部門
地域福祉論Ⅰ 社会保障論Ⅰ

心理学

専門部門学部共通部門

社会創造系　社会共生学部　社会福祉学科

① 社会福祉学に基づいて人と社会を理解するために、必要な読解力と記述
力、及び学問の方法を身につけている。

② 社会福祉学の価値・知識・技術を人と社会への支援に活用する方法を身
につけている。

社会福祉学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」
を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、社会
福祉学科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を
授与します。

③ 学んだことを生かして、自らの生き方及び果たすべ
き責任や役割について考察を深めることができる。

④ 社会福祉学領域の研究や方法を通じて、地域社会や身
近な人々の間で生じている問題を発見し、その解決方
法を判断し、不足する点の改善を図ることができる。

⑤ 学んだ知識、実践知について自らの考えを他者に対
して的確に表現することができる。

⑥ 社会福祉学の学びから学修や研究課題を設定し、主体的に取り組む姿勢を有している。
⑦ 他者と協働し、共生社会構築の役割を担う意欲をもっている。
⑧ 多様な人々の価値観を受け止め、円滑な人間関係を築き、チームアプローチにより目
標達成に向けて努力することができる。

⑨ グループの特性に応じて、適切なリーダーシップやメンバーシップを発揮する姿勢を有している。
⑩ 自分自身の不足する点は率直に振り返り、自身の成長につなげることができる。
⑪ 社会福祉学の価値・知識・技術を理解し活用できるよう、日々成果を蓄積しようとす
る意欲を持っている。

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

第Ⅱ類科目

第Ⅰ類科目

1 年 次
現代社会における福祉について幅広い知識を身につけます

2 年 次
ロールプレイや体験学修を通じて実践力を養います

3 年 次
現場実習・インターシップでより実践的な知識と技術を修得します

4 年 次
卒業後の進路を意識しながら実習などで感じた課題の解決に取り組みます

卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
（
必
修
）
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ソーシャルワーク論Ⅳ

福祉行財政・福祉計画論

医療福祉論

精神保健福祉論Ⅲ

精神科リハビリテーション学

精神保健福祉援助技術総論

社会福祉史

現代貧困論

社会福祉特講Ⅱ

精神保健学

社会福祉特講Ⅰ

ソーシャルワーク論Ⅴ

社会福祉調査論

福祉経営論

スクールソーシャルワーク論

精神保健福祉援助技術各論

コミュニティソーシャルワーク論

医療ソーシャルワーク論

社会福祉基礎実践

社会福祉原論Ⅱ

社会保障論Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅱ

高齢者福祉論

児童福祉論

障害者福祉論

公的扶助論

司法福祉論

精神保健福祉論Ⅰ

エンド・オブ・ライフケア論

ソーシャルワーク論Ⅲ

福祉法学

地域福祉論Ⅱ

介護福祉論

就労支援論

社会学

医学概論

精神保健福祉論Ⅱ

精神疾患とその治療

ユニバーサルデザイン論

ソーシャルワーク論Ⅵ

社会福祉特講Ⅲ

応用部門

実習・演習部門
ソーシャルワーク演習Ⅰ ソーシャルワーク演習Ⅱ

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ

プロジェクト研究Ⅰ

インターンシップⅡインターンシップⅠ

プロジェクト研究Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅴ

ソーシャルワーク演習Ⅵ

ソーシャルワーク実習Ⅱ

精神保健福祉援助演習Ⅰ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

精神保健福祉援助実習Ⅰ

精神保健福祉援助実習Ⅱ

プロジェクト研究Ⅲ プロジェクト研究Ⅳ

精神保健福祉援助演習Ⅱ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

ソーシャルワーク演習Ⅲ

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

ソーシャルワーク実習Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅳ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ
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第Ⅱ類科目　社会共生学部　社会福祉学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

学部共通部門 社会共生論 1 2  1 科目 2 単位必修

基 礎 部 門

社会福祉原論Ⅰ 1 2

 6 科目12単位必修

基礎ゼミナールⅠ 1 2
基礎ゼミナールⅡ 1 2
社会福祉入門 1 2
仏教社会福祉論 1 2
ソーシャルワーク論Ⅰ 1 2

専 門 部 門

社会福祉基礎実践 2 2
社会福祉史　 3 2
社会福祉原論Ⅱ　 2 2
社会保障論Ⅰ　 1 2
社会保障論Ⅱ　 2 2
公的扶助論　 2 2
現代貧困論　 3 2
ソーシャルワーク論Ⅱ　 2 2
ソーシャルワーク論Ⅲ　 2 2
ソーシャルワーク論Ⅳ　 3 2
ソーシャルワーク論Ⅴ 3 2
ソーシャルワーク論Ⅵ　 4 2
社会福祉調査論 3 2
福祉行財政･福祉計画論　 3 2
福祉経営論 3 2
地域福祉論Ⅰ　 1 2
地域福祉論Ⅱ　 2 2
コミュニティソーシャルワーク論 3 2
ユニバーサルデザイン論 2 2
高齢者福祉論 2 2
介護福祉論　 2 2
障害者福祉論 2 2
児童福祉論　 2 2
スクールソーシャルワーク論 3 2
就労支援論 2 2
司法福祉論 2 2
福祉法学　 2 2
心理学　 1 2
社会学　 2 2
精神保健福祉論Ⅰ　 2 2
精神保健福祉論Ⅱ　 2 2
精神保健福祉論Ⅲ　 3 2
精神保健福祉援助技術総論　 3 2
精神保健福祉援助技術各論 3 2
精神科リハビリテーション学　 3 4
精神保健学 2 4
精神疾患とその治療 2 4
医学概論　 2 2
医療福祉論　 3 2
医療ソーシャルワーク論 3 2
エンド・オブ・ライフケア論　 2 2
社会福祉特講Ⅰ 2 2
社会福祉特講Ⅱ 3 2
社会福祉特講Ⅲ 4 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

実習・演習部門

ソーシャルワーク演習Ⅰ　 2 2

	 Ⅰ〜Ⅱは先修制
	 Ⅲ〜Ⅳは先修制

ソーシャルワーク演習Ⅱ　 2 2
ソーシャルワーク演習Ⅲ　 3 2
ソーシャルワーク演習Ⅳ　 3 2
ソーシャルワーク演習Ⅴ　 4 2
ソーシャルワーク演習Ⅵ　 4 2
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 2
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3 4
ソーシャルワーク実習Ⅰ 3 4
ソーシャルワーク実習Ⅱ 4 2
精神保健福祉援助演習Ⅰ　 4 2
精神保健福祉援助演習Ⅱ　 4 2
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 3 2
精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 4 2
精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 4 2
精神保健福祉援助実習Ⅰ 4 2
精神保健福祉援助実習Ⅱ 4 3

応 用 部 門

プロジェクト研究Ⅰ 3 4 2
プロジェクト研究Ⅱ 3 4 2
プロジェクト研究Ⅲ 3 4 2
プロジェクト研究Ⅳ 3 4 2
インターンシップⅠ 2 3 4 2
インターンシップⅡ 3 4 2

卒業研究・卒業論文 卒業研究 4 8
 8 単位選択必修

卒業論文 4 8

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに136単位以上（第Ⅰ類科目は26単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計110単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは、自由科目及び第Ⅲ類から充当することができる。

⃝精神保健福祉士指定科目の履修は別に定める条件を満たしていること。
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第Ⅱ類科目　社会共生学部　社会福祉学科　社会福祉士・精神保健福祉士 指定科目

法定科目 本学開講科目 単位数 備　考

精神保健福祉士
指定科目

人体の構造と機能及び疾病 医学概論 2
うち 1 科目選択心理学理論と心理的支援 心理学 2

社会理論と社会システム 社会学 2

現代社会と福祉
社会福祉原論Ⅰ 2

必修
   

社会福祉原論Ⅱ 2

地域福祉の理論と方法
地域福祉論Ⅰ 2
地域福祉論Ⅱ 2

福祉行財政と福祉計画 福祉行財政・福祉計画論 2

社会保障
社会保障論Ⅰ 2
社会保障論Ⅱ 2

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論 2
保健医療サービス 医療福祉論 2
権利擁護と成年後見制度 福祉法学 2
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論 2
精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 4
精神保健の課題と支援 精神保健学 4
精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） ソーシャルワーク論Ⅰ 2
精神保健福祉援談援助の基盤（専門） 精神保健福祉援助技術総論 2

精神保健福祉の理論と相談援助の展開
精神保健福祉援助技術各論 2
精神科リハビリテーション学 4

精神保健福祉に関する制度とサービス
精神保健福祉論Ⅰ 2
精神保健福祉論Ⅱ 2

精神障害者の生活支援システム 精神保健福祉論Ⅲ 2

精神保健福祉援助演習（基礎）

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2 2 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅱ 2 2 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅲ 2 3 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅳ 2 3 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅴ 2 4 年次履修

精神保健福祉援談演習（専門）
精神保健福祉援助演習Ⅰ 2 4 年次履修

精神保健福祉援助演習Ⅱ 2 4 年次履修

精神保健福祉援助実習指導
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 2 3 年次履修

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 2 4 年次履修

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 2 4 年次履修

精神保健福祉援助実習
精神保健福祉援助実習Ⅰ 2 4 年次履修、90時間実習

精神保健福祉援助実習Ⅱ 3 4 年次履修、120時間実習

履修についての注意事項 詳細な内容はガイダンスで説明する。

法定科目 本学開講科目 単位数 備　考

社会福祉士
指定科目

人体の構造と機能及び疾病 医学概論 2
うち 1 科目選択心理学理論と心理的支援 心理学 2

社会理論と社会システム 社会学 2

現代社会と福祉
社会福祉原論Ⅰ 2

必修

社会福祉原論Ⅱ 2
社会調査の基礎 社会福祉調査論 2

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論 1 2
ソーシャルワーク論Ⅱ 2

相談援助の理論と方法

ソーシャルワーク論Ⅲ 2
ソーシャルワーク論Ⅳ 2
ソーシャルワーク論Ⅴ 2
ソーシャルワーク論Ⅵ 2

地域福祉の理論と方法
地域福祉論Ⅰ 2
地域福祉論Ⅱ 2

福祉行財政と福祉計画 福祉行財政・福祉計画論 2
福祉サービスの組織と経営 福祉経営論 2

社会保障
社会保障論Ⅰ 2
社会保障論Ⅱ 2

高齢者に対する支援と介護保険制度
高齢者福祉論 2
介護福祉論 2

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論 2
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論 2
低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論 2
保健医療サービス 医療福祉論 2
就労支援サービス 就労支援論 2

うち 1 科目選択権利擁護と成年後見制度 福祉法学 2
更生保護制度 司法福祉論 2

相談援助演習

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2 2 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅱ 2 2 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅲ 2 3 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅳ 2 3 年次履修

ソーシャルワーク演習Ⅴ 2 4 年次履修

相談援助実習指導
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 2 年次履修

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 4 3 年次履修

相談援助実習 ソーシャルワーク実習Ⅰ 4 3 年次履修、180時間実習

必
修



社会創造系

表 現 学 部
表現文化学科

1．ワークショップ

実践を通じて、柔軟な思考力と表現技術を身につける。
＊コース別ワークショップ：各コースの専門性を重視したテーマに取り組
み、自分の将来像につなげる「表現」を身につける。

2．表現する─書く・話す・撮る・みせる

書くこと／話すことで世界とつながる。映像や音声で自分の考え
を発信する。自分の作品で他人を楽しませる。卒業時には、学生
のみなさんが大学において学んだことの集大成を形にしていける
よう、1年次のリベラルアーツ、2年次からの基礎学修を1歩1
歩進めていくことが大切である。

3．自分の作品・研究の集大成

4年間の学修を経て、自分の作品、研究の集大成をおこなう。そ
のためには、専門コースの基礎的技法を確実に身につけ、自らの
作品を、他者の評価を通して練り上げていくことが不可欠である。
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（
2019
年
度
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27
）

第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅰ・Ⅱ

社会の探究Ａ～E－Ⅰ・Ⅱ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅰ・Ⅱ

データサイエンスⅠ・Ⅱ

英語・中国語・フランス語Ⅰ・Ⅱ

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅲ

社会の探究Ａ～E－Ⅲ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅲ

データサイエンスⅢ

英語・中国語・フランス語Ⅲ

データサイエンスⅣ・Ⅴ データサイエンスⅥ

学融合の実践学Ⅱ・Ⅲ

コミュニケーションⅠ・Ⅱ コミュニケーションⅢ

学融合の実践学Ⅰ

卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

社会創造系　表現学部　表現文化学科

① 現代の国際社会・日本社会における今後の変化を生き抜くための教養と知的
技能を有し、表現文化に関する専門知識、表現文化を体系的に理解できる。

② 専門課程で学ぶプロフェッショナルな技能により、自分を表現する方法
を持ち、社会に向けて、自らの考えを発信できる。

③ 自ら設定した表現課題の知的領域の表現方法を理解し、構想することが
できる。

表現文化学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」
を生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、表現文
化学科の教育課程を修了し、右の資質・能力を備えた学生に学位を授
与します。

知識・技能

④ 問題を自ら発見し、クリエイティブな思考、判断をすることがで
きる。

⑤ 多様な価値観を理解し、自らの意見を、論理的・創造的に再構築、
表現することができる。

⑥ メディアリテラシーと倫理に関する知識を基準にして、コミュニ
ケーションできる。

⑦ 自らの作品や表現を、社会の発展に活かそうとする姿勢を身につけてい
る。

⑧ 他者の作品や表現を評価するにあたっては、クリエイターの個性を尊重
する態度とともに、深く理解した上で正当な評価をしようとする姿勢を
身につけている。

⑨ 他者と協働しながら作品を創造することの喜びや有用性を知悉しており、
共同作品を作成する意欲を有している。

思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

1 年 次
リベラルアーツと専門入門

2 年 次
専門基礎

3 年 次
専門発展

4 年 次
卒業論文／卒業制作
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　 研 究 　  科 目 群

　 演 習 　  科 目 群

表現基礎ゼミナールⅠ～Ⅵ

基礎部門
ワークショップⅠ・Ⅱ・Ⅲ

ワークショップ
専門ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

卒業論文
卒業制作

専門ゼミナール

PBLⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

PBL（On/Off Campus）

インターンシップ　　　

 通　年

〈知識の補強〉

〈実践の補強〉

普段の学習

集中的な実践

〈学習の中心〉
コアゼミナール

《集中実践》
第3Q

卒業論文／卒業制作
集中準備　

社
会
創
造
系

第
Ⅱ
類
科
目

表
現
学
部  

表
現
文
化
学
科
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第Ⅱ類科目　表現学部　表現文化学科　授業科目一覧

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

基 礎 部 門

表現基礎ゼミナールⅠ 1 1 �必修を含めて合計88単位以上
修得すること表現基礎ゼミナールⅡ 1 1

表現基礎ゼミナールⅢ 1 1
表現基礎ゼミナールⅣ 1 1
表現基礎ゼミナールⅤ 1 1
表現基礎ゼミナールⅥ 1 1
表現文化研究Ａ 2 3 4 1
表現文化研究Ｂ 2 3 4 1
表現文化研究Ｃ 2 3 4 1
表現文化研究Ｄ 2 3 4 1
表現文化研究Ｅ 2 3 4 1
表現文化研究Ｆ 2 3 4 1

研 究 部 門

情報文化デザイン研究Ａ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｂ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｃ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｄ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｅ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｆ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｇ 2 3 4 1
情報文化デザイン研究Ｈ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ａ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｂ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｃ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｄ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｅ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｆ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｇ 2 3 4 1
街文化プランニング研究Ｈ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ａ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｂ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｃ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｄ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｅ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｆ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｇ 2 3 4 1
放送・映像メディア研究Ｈ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ａ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｂ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｃ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｄ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｅ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｆ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｇ 2 3 4 1
アート＆エンターテインメントワーク研究Ｈ 2 3 4 1

演 習 部 門

情報文化デザイン演習Ａ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｂ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｃ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｄ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｅ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｆ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｇ 2 3 4 2
情報文化デザイン演習Ｈ 2 3 4 2

次頁に続く

部　門 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

演 習 部 門

街文化プランニング演習Ａ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｂ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｃ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｄ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｅ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｆ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｇ 2 3 4 2
街文化プランニング演習Ｈ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ａ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｂ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｃ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｄ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｅ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｆ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｇ 2 3 4 2
放送・映像メディア演習Ｈ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ａ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｂ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｃ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｄ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｅ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｆ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｇ 2 3 4 2
アート＆エンターテインメントワーク演習Ｈ 2 3 4 2
コミュニケーション技法Ａ 2 3 4 2
コミュニケーション技法Ｂ 2 3 4 2
コミュニケーション技法Ｃ 2 3 4 2
コミュニケーション技法Ｄ 2 3 4 2
インターンシップＡ 1 2 3 4 1
インターンシップＢ 1 2 3 4 1
インターンシップＣ 1 2 3 1
インターンシップＤ 1 2 3 1
インターンシップＥ 1 2 3 1
インターンシップＦ 1 2 3 1

ＰＢＬ

ＰＢＬⅠ 1 2 3 4 2～6
ＰＢＬⅡ 1 2 3 4 2～6
ＰＢＬⅢ 1 2 3 4 2～6
ＰＢＬⅣ 1 2 3 4 2～6

ワークショップ
ワークショップⅠ 2 3
ワークショップⅡ 2 3
ワークショップⅢ 2 3

専門ゼミナール

専門ゼミナールⅠ 3 4 3
専門ゼミナールⅡ 3 4 3
専門ゼミナールⅢ 3 4 3
専門ゼミナールⅣ 3 4 3
専門ゼミナールⅤ 3 4 3
専門ゼミナールⅥ 3 4 3

卒 業 研 究 卒業論文 4 8
卒業制作 4 8

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は36単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計88単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは自由科目及び第Ⅲ類科目から充当することができる。



社会創造系

地域創生学部
地域創生学科
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94 大正大学　履修要項 2020

1．地域実習、フィールドワーク方法論

1年生から3年生は毎年第3クオーターで地域実習に取り組む。
少人数のチーム編成で地域創生の実践知を習得する。実習の準備
とまとめはフィールドワーク方法論で一年間を通して行う。

2．経済学入門、経営学入門、理論科目

経済学・経営学の必修科目を軸として、環境や観光をはじめ、地
域創生に関係する多様な理論を選択することができる。専門の学
びへの導入として、1年次には経済の基礎と地域創生学入門を全
員が履修する。

3．地域創生学ゼミナール、卒業研究

3年生から4年生は、地域創生学ゼミナールで実習経験と理論知
を個人研究に発展させる。教員の専門分野に刺激を受け、各人の
地域創生への取り組みを学問的に分析・表現する手法を習得し、
卒業研究を仕上げる。
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第Ⅰ類科目

第Ⅱ類科目

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅰ・Ⅱ

社会の探究Ａ～E－Ⅰ・Ⅱ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅰ・Ⅱ

データサイエンスⅠ・Ⅱ

英語・中国語・フランス語Ⅰ・Ⅱ

人間の探究Ａ～Ｆ－Ⅲ

社会の探究Ａ～E－Ⅲ

自然の探究Ａ・Ｂ－Ⅲ

データサイエンスⅢ

英語・中国語・フランス語Ⅲ

データサイエンスⅣ・Ⅴ

労働経済学

財政学

金融論 地方財政論

労働政策基礎論

経済の基礎Ⅰ・Ⅱ 経済学入門 経済原論（基礎編） 経済原論（応用編）

人的資源管理論 比較経済論 政策過程論

産業組織論

地域経済学 地域経済政策論グローバル化と日本経済

中小企業論

地域起業論

地域イノベーション論

経営戦略論

経営学入門 マーケティング論 流通論 経営組織論

地域分析法

中山間地論 地域教育活動論

地域合意形成論

NPO・市民活動論

地域コミュニティ論 多文化共生の哲学

スポーツ・ツーリズム論

環境政策論 地域メディア論

地域教育政策論 観光学概論 地域福祉論地域創生学入門Ⅰ・Ⅱ 地域創生学Ⅰ 地域創生学Ⅱ

データサイエンスⅥ

学融合の実践学Ⅱ・Ⅲ

コミュニケーションⅠ・Ⅱ コミュニケーションⅢ

学融合の実践学Ⅰ
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科
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創
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第
Ⅱ
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科
目

地
域
創
生
学
部  

地
域
創
生
学
科

地域実習Ⅰ　準備学修 地域実習Ⅰ　振り返り地域実習Ⅰ

地域実習Ⅱ　準備学修 地域実習Ⅱ　振り返り 個人研究　取り組み地域実習Ⅱ

地域実習Ⅲ　準備学修 地域実習Ⅲ　振り返り地域実習Ⅲ
卒
業
研
究
・
卒
業
論
文

社会創造系　地域創生学部　地域創生学科

① 地域社会が直面している諸課題を深く考え、解決に向けた地域再生の取
組や地域価値の創造に関する知識・教養を身につけている。

② 地域創生に必要な経済学・経営学・社会学等の基礎的知識を論理的に理
解している。

③ 学問領域で得た知識を、地域創生や地域振興の現場での実践力ヘと高め
ることができる。

地域創生学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4つの人となる」
を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成するために、地域
創生学科の教育課程を修了し、以下の資質・能力を備えた学生に学位
を授与します。

知識・技能

④ 自らがテーマとした地域創生や地域活性化の方策について、経
済・経営学的な思考を基礎として、関連する学問領域の研究手法
を用いて考察することができる。

⑤ 経済学や経営学の知識や手法を用いて、地域の潜在的価値や能力、
課題を発見できる。

⑥ 他者の意見を取り入れ、自らの考えを的確に表現・伝達できる能
力を身につけている。

⑦ 地域社会において地域創生や地域振興のリーダーとして、自身の役割を
自覚し、課題を積極的に解決しようとする姿勢を有している。

⑧ 学問領域で得た知識を活用し、地域創生や地域活性化の多様なニーズに
応えようとする意欲や行動力を身につけている。

⑨ 他者と共に目標を達成することの意義を理解し、コミュニケーションを
通じて相互理解や合意形成を実現しようとする姿勢が醸成されている。

思考・判断・表現 関心・意欲・態度ディプロマポリシー

1 年 次
教養科目により地域とつながる多角的な視点を

身に付け、学びに向けた準備をします

2 年 次
地方で体験したことを伝える技術を磨き
専門を身に付ける基礎を学びます

3 年 次
地域課題解決に向けた専門性を身に付け
地域の貢献にむけた挑戦をします

4 年 次
自ら地域課題を設定し経済や経営的視点から

学術的なアプローチを試行します
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フィールドワーク方法論Ⅰ-Ⅰ
フィールドワーク方法論Ⅰ-Ⅱ

フィールドワーク方法論Ⅲ-Ⅰ
フィールドワーク方法論Ⅲ-Ⅱ

フィールドワーク方法論Ⅰ-Ⅲ
フィールドワーク方法論Ⅱ-Ⅰ
フィールドワーク方法論Ⅱ-Ⅱ

地域創生学ゼミナールⅡ-Ⅰ
地域創生学ゼミナールⅡ-Ⅱ
地域創生学ゼミナールⅡ-Ⅲ

地域創生学ゼミナールⅠ-Ⅰ
地域創生学ゼミナールⅠ-Ⅱ
地域創生学ゼミナールⅠ-Ⅲ

フィールドワーク
方法論Ⅱ-Ⅲ

フィールドワーク
方法論Ⅲ-Ⅲ

実践知学修

経
済
理
論 

経
営
理
論 

地
域
創
生

理
論 

地域実習を軸とした
準備と振り返り

実践できる専門性を
身に付けるゼミナール

理論学修

地域実習の学びと
連動した専門必修

興味に応じて 　
学べる選択科目
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第Ⅱ類科目　地域創生学部　地域創生学科　授業科目一覧

分　類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

第 Ⅱ 類

理

論

科

目

群

経済の基礎Ⅰ 1 1

 26単位必修

経済の基礎Ⅱ 1 1
経済学入門 1 1
経営学入門 1 1
経済原論（基礎編）　 2 2
経済原論（応用編）　 2 2
流通論　 2 2
経営組織論　 2 3 4 2
地域経済学 3 2
地域経済政策論 3 2
グローバル化と日本経済 2 2
マーケティング論 2 3 4 2
地域創生学入門Ⅰ 1 1
地域創生学入門Ⅱ 1 1
地域創生学Ⅰ 2 2
地域創生学Ⅱ 2 2
財政学 2 3 4 2

 23単位以上選択必修

金融論 2 3 4 2
比較経済論 3 4 2
労働経済学 2 3 4 2
産業組織論 3 4 2
労働政策基礎論 2 3 4 2
中山間地論 2 3 4 2
地方財政論 2 3 4 2
地域分析法 2 3 4 2
地域福祉論 3 4 2
地域起業論 2 3 2
経営戦略論 2 3 4 2
中小企業論 2 3 2
地域メディア論 3 4 2
政策過程論 2 3 4 2
人的資源管理論 3 4 2
地域イノベーション論 2 3 2
NPO・市民活動論 2 3 2
地域コミュニティ論 2 3 2
地域合意形成論 2 3 2
地域教育政策論 3 4 2
地域教育活動論 2 3 4 2
スポーツ・ツーリズム論 3 4 2
環境政策論 3 4 2
観光学概論 3 4 2
多文化共生の哲学 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅰ 1 2 3 1
地域課題解決実践論Ⅱ 1 2 3 1
地域課題解決実践論Ⅲ 1 2 3 1

次頁に続く

分　類 群 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

第 Ⅱ 類

実
践
科
目
群

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目

地域創生学ゼミナールⅠ－Ⅰ 3 1

 6 単位必修

地域創生学ゼミナールⅠ－Ⅱ 3 1
地域創生学ゼミナールⅠ－Ⅲ 3 1
地域創生学ゼミナールⅡ－Ⅰ 4 1
地域創生学ゼミナールⅡ－Ⅱ 4 1
地域創生学ゼミナールⅡ－Ⅲ 4 1

実
習
科
目

フィールドワーク方法論Ⅰ－Ⅰ 1 1

 27単位必修

フィールドワーク方法論Ⅰ－Ⅱ 1 1
フィールドワーク方法論Ⅰ－Ⅲ 1 1
フィールドワーク方法論Ⅱ－Ⅰ 2 1
フィールドワーク方法論Ⅱ－Ⅱ 2 1
フィールドワーク方法論Ⅱ－Ⅲ 2 1
フィールドワーク方法論Ⅲ－Ⅰ 3 1
フィールドワーク方法論Ⅲ－Ⅱ 3 1
フィールドワーク方法論Ⅲ－Ⅲ 3 1
地域実習Ⅰ 1 6
地域実習Ⅱ 2 6
地域実習Ⅲ 3 6

卒 業 研 究 卒業研究 4 6 6 単位必修

⃝履修にあたっては以下のルールに従うこと。ただし、必ず学科の指導を受けること。
［ 1 ］別表の指示に従い履修すること。
［ 2 ］卒業までに124単位以上（第Ⅰ類科目は36単位）修得すること。
［ 3 ］必修を含めて第Ⅱ類科目を合計88単位以上修得すること。
　 　ただし、20単位までは、自由科目及び第Ⅲ類科目から充当することができる。



社会共生学部

表 現 学 部

地域創生学部

第Ⅲ類科目
地域との連帯を模索し、社会貢献に資する人材を育成する科目である。
人と人、人と地域、人と社会のつながりや関係性を知り、地域社会に貢献する方法を学び、さらにサー
ビスラーニングを通して具体的な地域の課題を発見し、それを地域の人々とともに共有し解決できる能
力を養うことを目的としている。
なお、サービスラーニングの学びの場は本学の所在する豊島区巣鴨地域が中心となる。

卒業後の進路や就職など、学生個々のキャリア形成を支援する科目である。
社会や産業界の現状を知り、社会は何を求めているのか、そして自分自身がどのような職業を選ぶのか、
そのためには何が必要なのか等、自分のキャリアについて主体的に考えていくことを目的としている。
講義では、様々な分野で活躍する方々から話を聞いたり、ワークショップやインターンシップを通した
ことにより、キャリアビジョンの獲得を目指す。

個人の研鑽を目的として、自主的に体験学修したことを単位として認定する科目である。授業によっては、
計画書と報告書の提出が義務付けられるとともに、単位認定にあたって面接等が実施される場合がある。
特に、仏教研修・仏教フィールドワークは本学の建学の精神である仏教を体験する科目である。
仏教研修は本学の設立宗派の本山である、延暦寺・長谷寺・智積院・知恩院で、勤行・礼拝・瞑想など
を体験したり、僧侶の講話を聞いたりする。仏教フィールドワークは、奈良・京都などの寺院や文化財
を探訪し日本を代表する優れた仏教美術（仏像・仏画・寺院建築等）を実際に鑑賞し、現地の講師の講
義を受けることで、仏教文化の理解を深める。

1 ．社会・地域貢献に関する科目

2．キャリア育成支援に関する科目

3．自己研鑽に関する科目

第Ⅲ類科目の履修方法

第Ⅲ類科目は、社会・地域貢献、キャリア形成・自己研鑽に関する科目である。
各自の将来の目標や、専門の学びから視野を広げるために自由に履修計画を立てることができる。

ただし、卒業要件に必要な単位として認められる単位数には上限があるので、各学部学科の別表に記載されて
いる卒業要件を確認し、履修を計画すること。

（参考）
第Ⅰ類科目　学問への入門的方法を身につけることを目的とした科目
第Ⅱ類科目　所属学部の専門教育科目

●第Ⅲ類科目は、ガイダンスで指示のある科目以外は 2年次以降に履修する科目である。
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第Ⅲ類科目一覧
 

科 目 分 類 授業科目の名称 履修年次 単位 備　考

社会・地域貢献に
関する科目

豊島学Ａ 1 2 3 4 2
豊島学Ｂ 1 2 3 4 2
社会貢献論 1 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅰ 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅱ 2 3 4 2
地域課題解決実践論Ⅲ 2 3 4 2
サービスラーニングⅠ-Ａ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｂ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｃ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅠ-Ｄ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ａ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｂ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｃ 1 2 3 4 2～4
サービスラーニングⅡ-Ｄ 1 2 3 4 2～4

キャリア育成支援に
関する科目

キャリア育成特設講座Ａ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｂ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｃ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｄ 1 2 3 4 2
キャリア育成特設講座Ｅ 1 2 3 4 2
インターンシップ 1 2 3 4 1～8
ワークショップ 1 2 3 4 2～4
ビジネスベーシック実践論Ⅰ 1 2
ビジネスベーシック実践論Ⅱ-Ⅰ 2 2
ビジネスベーシック実践論Ⅱ-Ⅱ 2 2
ビジネスベーシック実践論Ⅲ 3 4

自己研鑽に関する科目

プロジェクト研究 1 2 3 4 2～8
フィールドワーク 1 2 3 4 1～8
ボランティア 1 2 3 4 2～8
仏教研修 1 2 3 4 2
仏教フィールドワーク 1 2 3 4 2
語学研修英会話 1 2 3 4 2
語学研修ドイツ語会話 1 2 3 4 2
語学研修中国語会話 1 2 3 4 2
語学研修韓国語会話 1 2 3 4 2
アメリカ文化論 1 2 3 4 2
ドイツ文化論 1 2 3 4 2
中国文化論 1 2 3 4 2
韓国文化論 1 2 3 4 2

留学生科目

日本語研究Ａ 1 2 3 4 2

 留学生のみ履修可能

日本語研究Ｂ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｃ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｄ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｅ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｆ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｇ 1 2 3 4 2
日本語研究Ｈ 1 2 3 4 2
日本語研究Ⅰ 1 2 3 4 2
日本語文化研究 1 2 3 4 2

 

仏 教 学 部

心理社会学部

文 学 部
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証明書

200円

500円

200円

500円

無料

200円

500円

300円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

1,000円

500円

500円

在 学 証 明 書

在 学 証 明 書（英文）

期 間 在 学 証 明 書

期 間 在 学 証 明 書（英文)

学割（学校学生生徒運賃割引）

健 康 診 断 証 明 書

人 物 証 明 書

人 物 推 薦 書

学 業 成 績 証 明 書

卒業・修了証明書

卒業・修了見込証明書

僧 階 単 位 証 明 書

学力に関する証明書

教員免許取得見込

学 芸 員 単 位 取 得

学 芸 員 取 得 見 込

学 芸 員 授 与 証 明

社会教育主事単位取得

社会教育主事取得見込

社会教育主事授与証明

司 書 単 位 取 得

司 書 取 得 見 込

司 書 授 与 証 明

学 業 成 績 証 明 書（英文）

卒業・修了証明書（英文）

卒業・修了見込証明書（英文）

研修・帰省等

全学健診受診者のみ（郵送不可）

進路登録カード提出者のみ
（主に就職活動時）

区　分 単価 交付日数 取扱窓口 登録年次

※

2

2

2

※

※

3

3

※

3

※

7

7

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

7

7

7

学生課

保健室

就職課

教務部

■証明書の取扱窓口

教
員
免
許

学
芸
員

社
会
教
育

司　

書

※印は、学生証を持参のうえ、証明書自動発行機にて即日発行可能。
※印以外は、証明書発行願を取扱窓口に提出してください。
　なお、年度始め、大学行事に伴い交付日数がかかる場合があります（2～7日）。
　余裕をもって申請してください。
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履修登録について

授業期間前に履修登録がありますが、授業
を聞いてからの変更はできますか？

登録科目名はあっているが、クラス表記が
違うのですがどうすればいいですか？

通年科目の登録は春学期と秋学期にわけて
登録するのですか？

春学期に登録した通年科目を、秋学期に削
除することはできますか？

集中講義の登録はどうすればいいですか？

制限単位についてですが、通年科目の単位
数は春学期に換算されるのですか？

セメスターごとに定められている単位数以
上登録したいのですが、可能ですか？

必修科目と資格科目の時間が重なってしま
います。どちらを履修すればいいですか？

資格登録をしていませんが、資格科目を履
修できますか？

登録した授業を削除したいのですが、どう
すればいいですか？

履修登録ができていなくても、先生に頼め
ば単位をもらえますか？

履修登録でエラーがでました。どうすれば
いいですか？

科目を登録したのですが、授業内容が異な
っていたため出席しないでそのままにして
しまいました。どうすればいいですか？

資格特別プログラム（SP履修）の科目は
どのように登録するのですか？

4年生ですが、もう卒業論文しかありませ
ん。何も登録しなくても大丈夫ですか？

修正登録をしたのですが、授業で名前が呼
ばれません。どうしたらいいですか？

できます。ただし、履修登録科目を変更する場合は、指定され
た期間にT-Poで修正登録をしてください。

修正登録期間内に該当クラスヘ修正してください。

春学期に登録をしてください。

できません。通年科目を履修登録するときは、履修計画にした
がって登録してください。

T-Poにて登録時期を確認し、T-Poから登録をしてください。

制限単位として換算する場合は、春学期と秋学期にわけてカウ
ントしてください。

できません。

卒業を優先する場合は必修科目を先に履修してください。

履修できません。ただし、その科目が1年生から履修可能科目、
所属学科の科目の場合は履修できます。

指定された期間内にT-Poで削除してください。

履修登録を行っていなければ、単位の認定はできません。履修
登録は、指定期間内に行ってください。

T-Poでの履修登録は、エラーの状態では終了できません。必ず
エラーの原因を削除し、再チェックのうえ完了してください。

修正登録期間内に修正してください。修正しなかった場合は、
GPAに反映されてしまい、進級基準に影響することがありま
す。修正登録期間外では受け付けません。

春学期にT-Poにて履修登録を行ってください。通年科目です
ので、春学期に登録が必要です。秋学期に削除はできません。

登録は必要ありませんが、各学科で定期的な論文指導がありま
すので確認してください。なお、卒業に必要な科目・単位数が
修得できているかを必ず学則別表（ガイダンス資料）で確認し
てください。

科目の登録ができていない可能性があります。T-Poにて自分
の時間割を確認してください。
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授業を休んでも大丈夫ですか？

履修年次が「1年」とある科目は、必ず1
年のうちに履修しなければいけませんか？

就職活動で授業を休んだ場合、公欠になり
ますか？

電車が遅延により授業を欠席した（または
遅れた）のですが、どうしたらいいです
か？

台風や体調不良のため授業やテストが受け
られないとき、どうしたらいいですか？

　

試験の週は、時間帯や教室は変更になりま
すか。

電話で休講情報を教えてもらえますか？

レポートの課題提出先がわかりません。

単位認定を受けるには、毎回出席することが原則です。

1年次に履修することが望ましい科目です。その科目の単位を
取得していないことにより進級できないということはありませ
ん。しかし、先修制科目（順を追って履修しなければならない
科目）に該当する場合は、該当科目が修得できていなければ、
次の科目に進めません。

公欠にはなりません。就職活動の場合は、CECで授業欠席証
明書を発行しますので、その証明書を担当教員に提出してくだ
さい。あくまでも欠席理由を証明するもので、その取扱いは担
当教員の判断によります。

各交通機関（駅）から遅延証明書を発行してもらってください。
遅延証明書を受け取り、該当科目の担当教員に提出してくださ
い。なお、試験時の遅刻についても同様です。

交通機関の運休や自然災害等が発生した場合
代替日を設けます。案内はT-Poにて行いますので確認を忘れ
ないように注意してください。

病気で欠席した場合
【授業】医師の診断を受けて診断書を発行してもらい、担当教

員に提出してください。その取扱いは担当教員の判断
によります。

【試験】必ず医師の診断を受けて診断書を発行してもらってく
ださい。担当教員に理由を伝え、相談してください。
担当教員の判断により、課題等による機会が設けられ
る場合があります。

試験は通常の授業時間帯で実施されます。
教室に関しても原則として変更はありません。

電話での問い合わせにはお答えしていません。T-Poで確認し
てください。

教務課では、教員の住所を教えることはできません。事前に、授業の
始めかもしくは終わりに課題提出先を担当教員に確認してください。
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授業等について

卒業論文を提出して、各学科の卒業単位を
満たしていれば卒業できますか？

卒業論文・卒業研究は卒業単位の内にカウ
ントされますか？

卒業論文・卒業研究を提出したら終わりで
すか？

資格取得を目指して修得した単位は、資格
をあきらめた後でも卒業単位として認定で
きますか？

第Ⅰ類科目、第Ⅱ類科目を卒業要件に沿って規定どおり単位修得
できているか、確認する必要があります。P.15～16を確認してく
ださい。

卒業論文・卒業研究の8単位は、卒業単位に含まれます。

卒業論文を提出した後、口述試問が実施されます。口述試問の
期間は各学科により異なりますので、それぞれの学科で確認し
てください。

第Ⅲ類科目として認定します。
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卒業について



卒業論文の欄が「Z」になっているのです
が、どのような評価ですか？

評価に関して疑問があるのですが、どうす
ればいいですか？

成績通知表を紛失してしまいました。再発
行してもらえますか？

卒業論文を登録し、論文を提出しなかったことに対する評価で
す。1年間の指導後は半年ごとに評価がつきます。

評価「D」または、評価「Z」のみ教務課窓口で疑問を受け付
けます。ただし、指定の期間以外は受け付けしません。指定の
期間については、ガイダンス資料に掲載してあります。

再発行はしていません。修得した単位は、T-Poで確認ができ
ます。

成績通知表について

資格登録はどこで行えばよいですか？

教員免許をとりたいのですが、どうすれば
いいですか？

資格の科目が足りずに卒業となってしまい
ます。卒業後、科目等履修生として足りな
い科目の単位を修得して資格を取得するこ
とができますか？

資格登録期間中に登録を忘れてしまいまし
た。どうしたらいいですか？

資格の認定証や修了証はいつもらえます
か？

現在3年生なのですが、今からでも資格は
とれますか？

資格登録期間に1号館1階の証明書発行機で納金し、用紙を教
務課に提出してください。

1年生は、秋学期実施の教職ガイダンスに出席してください。
2年生以上は、春学期実施の教職ガイダンスに出席してくださ
い。

科目等履修生として、資格に必要な単位が充足できれば、資格
を取得することができます。

今学期は登録できません。次学期の登録期間に登録してくださ
い。

卒業時に認定証・修了証を授与します。

資格登録は行えます。ただし、諸資格科目の履修は、2年次か
ら4年次までの3年間でカリキュラムが組まれていますので、
資格取得に必要な単位を卒業までに修得できるとは限りません。

資格について

先生が、大学にいつ来ているか教えてくだ
さい。
どこにいるか教えてください。

授業で配られた大正大学書式の原稿用紙・
レポート用紙は自由にもらうことができま
すか？

転学部・転学科・転コースを希望していま
すが、どうしたらいいですか？

教員の授業時間割は、T-Poにて確認することができます。
専任教員については、各学科で確認してください。非常勤教員
は、基本的に授業がある曜日・時限のみ出校しています。

窓口等では配布していません。担当教員から受け取ってくださ
い。

欠員が生じている学科のみが実施します。転学部・転学科・転
コース試験が実施されるかどうかは、11月（予定）にT-Poで
確認してください。

その他
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（目的）
第₁条　この規程は，大正大学学則（以下「学則」という。）の

うち，履修等について必要な事項を定めることを目的とす
る。

（授業科目の履修）
第₂条　授業科目は，入学年度の学則別表及びコースごとの履

修方法を記載した大正大学履修要項に従い履修しなければ
ならない。

₂　編入学は，編入学した学年の規定を適用する。
（履修登録）
第₃条　授業科目の単位を修得するためには，学期ごとに定め

る履修登録期間に履修を希望する科目を登録しなければな
らない。

₂　正当な理由により，指定期間内に登録ができない場合は，
あらかじめその理由を付して届け出なければならない。

₃　大学は，必要に応じて授業科目ごとに定員を設け，抽選等
による選抜を行うことがある。

（登録の制限）　
第₄条　次の各号の一に該当する授業科目は，登録することが

できない。
⑴既に単位を修得した授業科目
⑵同一時限に開講される授業科目
⑶同一学期内の同一授業科目
⑷配当履修年次以外の授業科目

（登録の修正）　
第₅条　登録した科目を修正しようとする場合は，学期ごとに

定める期間に行わなければならない。
（登録の確定）
第₆条　履修登録は，確認表の交付（電子的な申請の場合は，

これを確認できる画面）をもって確定する。
（登録の取消）　
第₇条　大学は，履修登録者数が５名以下の授業科目について原

則として休講とし，当該科目の履修登録を取消すものとす
る。ただし，次の各号の一に該当する場合は，この限りで
はない。

⑴外国語の上級科目及び先修制科目の後位科目　
⑵第Ⅱ類科目のうち，卒業論文又は卒業研究等に必要不可欠

な科目
⑶諸資格を取得するために必要な科目

（制限単位）　
第₈条　学則第23条第₄項に基づく学期ごとに登録できる単位

数は，次のとおりとする。

₂　制限単位には，第Ⅰ類科目，第Ⅱ類科目及び第Ⅲ類科目の
単位を通算する。

₃　通年開講科目の単位数は，当該科目が開講される年度の学
期に等分する。

₄　集中講義の単位数は，当該科目が開講される学期に含むも
のとする。

₅　夏期及び春期休業期間中に開講する科目の単位数は，当該
休業の翌学期の制限単位数に含むものとする。ただし，大
学が指定する第Ⅰ類科目の再履修科目にかかる取扱いにつ
いては，別に定める。

₆　表現学部，地域創生学部，社会共生学部公共政策学科にあっ
ては，₂年次以降，第Ⅲ類科目を履修する場合に限り，₂
年次以降の第₁，₂，₄クォーターにおいて，₂単位を追
加することができる。

（成績評価の基準）
第₉条　授業科目の成績評価は，学則第45条の評語で行う。

₂　学業平均値（以下「GPA」という。）を算出するため，前
項の評語に次のとおりポイントを付与する。

₃　GPAは，履修登録した授業科目の単位数にポイントを乗じ
た数の総和を履修登録単位数の総和で除したのち小数点第３
位以下を切り捨てて算出し，得られたGPAの総合評価は，
次のとおりとする。

　

（自由科目として修得した単位の取扱）　
第10条　自由科目として修得した単位は，20単位までの範囲で

学則第38条第₁項第₂号の選択科目に替えて卒業に必要な
選択科目の単位に繰り入れることができる。

（目的）
第１条　この規程は，大正大学学則第43条による試験の取扱いに

ついて定める。
（試験の種類）
第₂条　試験の種類は，授業内試験及び再試験とする。

（授業内試験）　
第₃条　試験は，原則として学期ごとの授業期間内に各履修科

目の授業内で行う。
₂　前項の試験は，随時のレポート等に代えることができる。

（再試験）
第₄条　再試験は，原則として最終学年に在学する者のうち，

実験実習科目を除く卒業に必要な単位数が₄単位以内不足
かつ当該科目の成績評価がＤ評価に該当する者に対して実
施することができる。

₂　再試験実施の可否は，当該学生の所属する学科長の意見を
聴取した後，当該学生の履修状況等を踏まえ，教学運営協
議会の議を経て学長がこれを決定する。また，当該学科長
は，必要に応じて当該科目の担当教員から意見を聴取する
ものとする。

₃　その他，再試験の実施に関して必要な事項は，再試験の都
度，教学運営協議会において定める。

第₅条　前条第₂項による再試験実施の決定を受けた者は，速
やかに再試験願（本学所定用紙）を教務課に提出しなけれ
ばならない。

第₆条　再試験を合格した者の受験科目の成績評価は，「Ｃ」又
は「Ｔ」とする。

（試験料）
第₇条　再試験を受験する者は，「諸資格課程料等に関する細則」

に定める試験料を納入しなければならない。
（試験の方法）

第₈条　試験は，筆記試験，レポート試験，実技試験，口述試
験又は当該科目の担当教員が指示する方法によって行うも
のとする。

（試験時間）
第₉条　授業内試験及び再試験の試験時間は原則として60分と

する。ただし，必要に応じて試験時間を変更して行うこと
ができる。なお，授業内試験においては，₁時限の内に授
業等学修活動と試験をあわせて執り行うものとする。

（受験資格の欠落事由）
第10条　次の各号の一に該当する者は，第₂条の試験を受験す

ることができない。
⑴試験が行われる学期において，当該科目の履修登録をして

いない者
⑵試験開始後，20分を超えて遅刻した者
⑶学生証を携帯しない者
⑷学費を指定期間内に納入していない者
⑸休学中の者
⑹停学中の者

（受験者の義務）　
第11条　受験者は，次の各号に定める事項を遵守しなければな

らない。
⑴再試験に際しては，学生証を携帯し，机上に提示すること
⑵試験監督者又は当該授業担当教員の指示に従うこと　
⑶答案に学籍番号，氏名等を記入すること　

₂　前項第₁号の学生証は，学生課が発行する仮学生証をもっ
て代えることができる。

（無効答案）
第12条　次の各号の一に該当する答案は，無効とする。

⑴受験者が特定できない場合
⑵試験終了後，第10条各号の一に該当することが明らかになっ

大正大学履修規程

大正大学試験規程

（他の大学又は大学以外の教育施設等の単位の認定）
第11条　学則第39条の₂及び第39条の₃により単位を認定する

学修は，次のとおりとする。
⑴課外学習
⑵協定校の授業科目
⑶資格試験
⑷企業等での就業体験

（入学前の既修得単位等の認定）
第12条　学則第39条の₄に基づく既修得単位の認定は，学校種

及び修得科目を勘案して第Ⅰ類科目及び第Ⅱ類科目として
包括的に行うものとし，その際の成績評価は，「Ｔ」とする。

（留年）
第13条　学則第23条第１項から第₃項又は学則第58条に定める基

準をそれぞれ満たすことができない場合は，留年とする。
₂　第₁学年から第₃学年の間の同一学年の在学期間は，それ

ぞれ₂年（₄学期）を限度とし，第₁学年から第₄学年を
通算して₈年（16学期）を超えることができない。ただし，
編入学生は学則第22条第２項の修業年限のみ適用する。

（退学）
第14条　次の各号の一に該当する場合は，学則第50条第₁項第

₂号により退学とする。
⑴前条第₂項の期間が満了する者
⑵₃学期連続してGPA1.0未満の者

（転学部等）　
第15条　他の学部，学科又はコースへの転籍は，収容定員に欠

員がある場合に限り，選考のうえ許可することがある。
₂　選考を受けようとする者は，学長に願い出て許可を得なけ

ればならない。
₃　前項の出願資格は，次のとおりとする。

⑴出願時に，第₁学年又は第₂学年に在学中の者
⑵他の学部，学科への転籍の場合は，既に進級基準を満たし

ている者あるいは満たす見込みの者で，出願時のGPAが3.2
以上の者

⑶同一学科内の他コースへの変更を希望する場合は，既に進
級基準を満たしている者あるいは満たす見込みの者

（改廃）
第16条　この規程の改廃は，代議員会の議を経て，学長が行う。

学　　部 制限単位 備考（記載の期間ごと）
仏教学部 24 セメスター制
心理社会学部 24 セメスター制
文学部 24 セメスター制
表現学部 10 クォーター制　ただし

第₃クォーターにあっ
ては₆単位とする

地域創生学部 10
社会共生学部　公共政策学科 10
　　　　　　　社会福祉学科 12 クォーター制

判定 評語 基準
合　格 ＡＡ 目標を大きく超えて優秀（Excellent：秀）
合　格 Ａ 目標を超えて優秀（Very good：優）
合　格 Ｂ 目標を充分に達成している（Good：良）
合　格 Ｃ 単位を認める最低限の基準に達している（Pass:可）
不合格 Ｄ 単位を認める最低限の基準に達していない（Failure：不可）
不合格 Ｚ 学修行動が見られない（No learning：否）
合　格 Ｔ 目標を達成している（Recognition：認定）

評語 ポイント
ＡＡ 4.0
Ａ 3.0
Ｂ 2.0
Ｃ 1.0
Ｄ 0.0
Ｚ 0.0

ＧＰＡ（＝α） 総合評価
3.5≦α≦4.0 最優秀
3.2≦α＜3.5 優
1.6≦α＜3.2 良
1.0≦α＜1.6 可
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た場合
⑶不正行為により解答を得たと認められる場合

（不正行為）　
第13条　試験における不正行為は，次の各号の一に該当する行

為をいう。
⑴当該試験において許可されている以外の方法で解答を得た

とき
⑵他人の学生証又は本学の学生証以外で受験したとき
⑶当該授業の履修登録者以外が履修登録者と偽って受験した

とき
⑷他人の答案又は成果物を複写もしくは盗用したとき

₂　前項各号の行為の教唆又は協力も同様の行為と見なす。
（不正行為の確認）　
第14条　試験監督又は担当教員が不正行為を認めたときは，速

やかに教務部長に報告しなければならない。
₂　教務部長は，直ちに当該学生が所属する学科の学生生活委

員立会いのもと不正行為の事実確認を行うものとする。
₃　教務部長は，前項により不正の事実を確認した場合，本人

（前条第₂項に該当する者がある場合は，これらの者を含む）
に始末書を提出させるとともに学部長に報告しなければな
らない。

₄　第₁項の現認が試験場における試験の場合は，直ちに当該
試験の受験を中止させ解答用紙を回収したうえで退場を命
ずるものとする。

（不正行為を行った者の処分）
第15条　不正行為を行った者に対しては，当該学期の履修科目

すべてをＺ評価としたうえで，その処分は大正大学学生懲
戒規程によるものとする。

（改廃）
第16条　この規程の改廃は，代議員会の議を経て，学長が行う。
附　則
　この規程は，平成28年₄月₁日から施行する。　
附　則
　この規程は，平成29年₄月26日から施行する。
附　則　
　この規程は，平成31年₄月₁日から施行する。

（修業年限）
第21条　学部の修業年限は，₄年（₈学期）とする。

（在学年限）
第22条　学生の在学年限は，₈年（16学期）を超えることがで

きない。
₂　編入学生の在学年限は，₄年（₈学期）を超えることがで

きない。
（進級）
第23条　入学後₁年（₂学期）以上在学し，20単位以上習得し

た者は，第₂学年に進級する。
₂　第₂学年に₁年（₂学期）以上在学し，62単位以上習得し

た者は，第₃学年に進級する。
₃　第₃学年に₁年（₂学期）以上在学し，90単位以上習得し

た者は，第₄学年に進級する。
₄　前項までの条件に併せて，各学年及びセメスター又はクォー

ターごとに，履修単位数の上限を別に定める。
（履修登録）
第41条　学生は，学期の始めに履修しようとする授業科目を登

録するものとする。
（試験）
第43条　試験は，授業内等の試験と卒業論文試験又は卒業研究

試験とする。
（単位の認定）
第44条　単位認定の基準は，次のとおりとする。本学において

は，₁単位は標準45時間の学習を要する教育内容をもって
構成するものとし，授業方法ごとの₁単位の授業時間数は，
原則として次のとおりとする。

⑴講義及び演習については，15時間から30時間の授業をもっ
て₁単位とする。

⑵実験，実習及び実技については，30時間から45時間の授業
をもって₁単位とする。

⑶₁つの授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実
技のうち₂以上の方法の併用により行う場合については，
その組み合わせに応じ，前₂号に規定する基準を考慮して
本学が定める時間数をもって₁単位とする。

₂　前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究については，
学習の成果を評価して単位を授与することが適切と認めら
れる場合，これに必要な学習等を考慮して単位数を定める
ことができる。

（退学）
第49条　学生が疾病又はその他の理由により退学しようとする

ときは，所定の様式により，その事由を証明する書類（疾
病の場合は診断書）及び学生証を添付して，保証人と連署
のうえ願い出なければならない。

₂　学年の途中で退学する者は，当該納期分の学費等を納入し
なければならない。

第50条　学生が次の各号の一に該当するときは，これを退学さ
せる。

⑴性行不良で改善の見込みがないと認められる者
⑵学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
⑶正当の理由がなくて出席常でない者

⑷学校の秩序を乱し，その他学生として本分に反した者
₂　前項第₁号及び第₄号による退学は，代議員会の議を経て

学長が決定する。
₃　前項第₂号及び第₃号による退学は，学長が決定する。

（除籍）
第51条　学生が次の各号の一に該当するときは，これを除籍す

る。
⑴定める期間内に学費を納入しない者
⑵学則第22条に定める期間に卒業できない者
⑶学則第46条第₂号に定める休学期間を超えてもなお復学で

きない者
⑷死亡した者

₂　前項による除籍は，学長が決定する。
₃　第₁項第₁号による除籍は，学期ごとに行う。
₄　前項の定めにかかわらず，第74条による延納許可を受けた

者が，延納期限日までに当該学費等を納入しない場合は，
当該期限日の翌日をもって除籍する。

₅　第₁項第₁号により除籍された者は，除籍日より15日以内
に除籍の取消しを願い出ることができる。

₆　第₁項第₄号の死亡した者の除籍日は，死亡した日とする。
第52条　除籍となった者は，退学を願い出ることはできない。

（卒業）
第58条　本学に₄年（₈学期）以上在学し，各学科の定めると

ころにより次のとおり卒業要件を満した者には学士の学位
を授与する。

学部・学科 単位数
仏教学部

124単位

心理社会学部
文学部
表現学部
地域創生学部

社会共生学部	
	

公共政策学科
社会福祉学科 136単位

₂　卒業の時期は，学年の終わりとする。ただし，学年の途中
においても，学期の区分に従い，学生を卒業させることが
できる。

（懲戒）
第61条　本学に在籍する者で本学の学則及び規則に違反し，又

は学生の本分にもとり，本学の名誉を毀損する行為ある者
及び成業の見込みのない者は，代議員会の議を経て学長が
これを懲戒する。

第62条　懲戒は譴責，謹慎，停学及び退学とする。

大正大学学則（抜粋）



　本学は大正15年に設立され、数々の分野で実績を残してきました。

新しい世紀を迎えましたが、本学設立の精神は、時代が移り変わってどんな社会状況となっ

ても永久に不動のものと確信しています。

　ここに初代学長の建学のことばの抜粋を揚げ、その意図するところを学生のみなさんとと

もに探究していきたいと思います。

あとがきに代えて

2020年度 入学者用 履修要項

2020年4月1日発行

編集：大正大学　教務課

建学のことばより

　新たに生れ出た大正大学には宗教的敬虔の心持に、大乗仏教的精神を力強く

発揮させねばならぬと考えます。教授・講師は申すまでもなく、学生も知識否、

智慧の熱愛者であり、謙遜真摯の態度を以て真理を求めて巳まざるものであっ

てほしい。道徳と道理の前には極めて従順であると共に、悪と非理に対しては

一歩も屈せざる勇気が溢れることを望みます。必ずしも神秘とは言わない不思

議とは申しませんが、何となく聖く儼かな霊的な雰囲気が学内に漂って居って、

来って此学園に学ぶ者を薫化し感孚するものがあればと存じます。近世世界の

文明国を通して自我の覚醒を見んとするは貴ぶべきことでありますが、自己個

人の小なる権利、それは仏祖が極力呵責し給いし、我欲我執を滔々として主張

する風ある間に立ちて、あくまで利他を念として忘れないようにありたいと存

じます。

　率直に自己の過失罪悪を懺悔すると共に、本来具する仏性を開顕して、人格

の完成に猛然と精進することを望んでおります。少なくとも善を賛美する優し

い心と悪に近づかない猛き気を持ちたいと存じます。かかる願望を一歩一歩満

足し行く所に本大学存在の意義が明らかにされるものと信じます。

大正15年11月5日　創立記念式典にて

初代学長　澤柳　政太郎
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